
旅
の
酒
も
の
が
た
り

ロ
ッ
ジ
き
よ
か
わ
開
業
記

髙
田
公
理

李

　有
師

■研究発表論文
古賀市の廃線跡地利用について／武田亜由美
有人離島における観光について̶ゼロからイチへ̶／内田　康貴
■研究発表ノート
博物館観光の現状と課題̶歴史系博物館を中心にして̶／山中　鹿次
■研究論文
「ふるさと納税」政策によるものがたり観光促進／奥野圭太朗
■エッセイ
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本
学
会
論
文
誌
創
刊
の
意
図
は
「
観
光
」
を

論
じ
た
読
み
物
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

 

「
観
光
」
は
地
域
や
学
問
領
域
を
越
え
た
た
の

し
み
で
あ
り
、
学
ぶ
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。
共
通

の
た
の
し
み
や
よ
ろ
こ
び
を
「
読
み
物
」
と
し

て
会
員
に
伝
え
る
た
め
に
印
刷
物
と
し
て
配
布

す
る
こ
と
は
学
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
任
務
だ

と
考
え
た
。

　

学
会
員
共
通
の
関
心
を
か
き
立
て
、
共
通
の

課
題
に
応
え
る
「
読
み
物
」
を
つ
く
り
た
い
。

そ
し
て
「
読
み
物
」
で
あ
る
か
ら
研
究
者
以
外

の
一
般
の
人
々
に
も
知
っ
て
も
ら
い
、
読
ん
で

も
ら
い
た
い
。
学
会
に
ふ
さ
わ
し
い
学
問
的
な

内
容
を
備
え
、
学
術
論
文
の
体
裁
を
も
っ
た

堅
め
の
読
み
物
も
、
事
例
報
告
や
エ
ッ
セ
ー
な

ど
柔
ら
か
め
の
読
み
物
も
収
め
た
い
。
書
き
た

い
人
の
熱
い
思
い
を
受
け
と
め
る
場
も
必
要
だ
。

こ
う
し
て
こ
の
よ
う
な
学
会
誌
が
誕
生
し
た
。

　

投
稿
す
る
人
も
手
に
と
っ
て
読
む
人
も
共
通

の
関
心
は
「
読
み
物
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
書

き
手
に
は
、
人
に
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
配
慮
、

読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
情
熱
、
が
求
め
ら
れ
る
。

一
方
、
読
み
手
に
は
読
み
物
と
し
て
妥
当
か
ど

う
か
、
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
の
努
力
、
気
配

り
が
あ
る
か
ど
う
か
、
の
吟
味
を
お
願
い
し
た

い
。
書
き
手
と
読
み
手
の
双
方
が
求
め
る
も
の

の
間
に
本
誌
の
輝
き
は
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

『
も
の
が
た
り
観
光
行
動
学
会
』
に
は
、
呼
び

か
け
に
応
じ
て
、
物
語
が
好
き
、
歴
史
が
好
き
、

人
が
好
き
、
遊
び
が
好
き
、
そ
ん
な
人
々
が
集

ま
っ
て
き
た
。
そ
し
て
メ
ン
バ
ー
が
納
得
で
き

る
舞
台
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

若
い
世
代
に
は
、
何
か
文
章
を
書
い
て
投
稿

で
き
る
媒
体
が
欲
し
い
と
い
う
声
が
強
い
。
こ

こ
に
誕
生
し
た
の
は
、
ま
と
ま
っ
た
考
え
を
発

表
し
た
い
、
聞
い
て
欲
し
い
、
読
ん
で
ほ
し
い
、

意
見
を
た
た
か
わ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ

人
に
提
供
さ
れ
る
新
た
な
場
所
で
あ
る
。

創
刊
に
あ
た
っ
て

も
の
が
た
り
観
光
行
動
学
会 

会
長　

 
白
幡
洋
三
郎　
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ゼ
ロ
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発
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ノ
ー
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光
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歴
史
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博
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館
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中
心
に
し
て 

︱ 

エ
ッ
セ
イ

古
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正
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青
山
和
夫
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）『
マ
ヤ
文
明 
︱ 

密
林
に
栄
え
た
石
器
文
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︱ 

』
岩
波
新
書
を
読
む

研
究
論
文

奥
野
圭
太
朗

「
ふ
る
さ
と
納
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」
政
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に
よ
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が
た
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観
光
促
進 
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究
ノ
ー
ト

髙
田
公
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が
た
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て
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ま
す
・
編
集
規
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執
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い
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概
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年
次
大
会
の

も
の
が
た
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
①

●

九
州
運
輸
局

●

九
州
観
光
推
進
機
構

●

韓
国
観
光
公
社

●

九
州
旅
客
鉄
道

●

大
分
県

●

大
分
県
教
育
委
員
会

●

ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た

●

大
分
県
バ
ス
協
会

●

読
売
新
聞
西
部
本
社

●

毎
日
新
聞
社

●

シ
テ
ィ
情
報
お
お
い
た

●

大
分
大
学

●

日
本
文
理
大
学

●

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

●

別
府
大
学

︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶
※
一
部
手
続
き
中

●

N
H
K
大
分
放
送
局

●

R
K
B
毎
日
放
送

●

O
B
S
大
分
放
送

●

T
O
S
テ
レ
ビ
大
分

●

O
A
B
朝
日
放
送

●

大
分
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
コ
ム

●

大
分
合
同
新
聞
社

●

朝
日
新
聞
社

❶ 神楽会館で直接　手する。
❷ 豊後大野市役所・

　 商工観光課にて　手する。

❸ お近くのローソンで　手する。 
　 Lコード：87363

編集・デザイン／シンカ・コミュニケーションズ www.cinca.jp

1
9
6
4
年
、
山
口
県
生
ま
れ
。
平
成
合
併
前
3
2
0
0
市
町
村
の
99
・
9
％
、

海
外
59
ヶ
国
を
ほ
ぼ
私
費
で
訪
問
し
、
地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
東
大
法
学

部
卒
業
、
日
本
開
発
銀
行　

行
、
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

留
学
、
日
本
経
済
研
究
所
出

　な
ど
を
経
な
が
ら
、
2
0
0
0
年
頃
よ
り
地
域
振
興

の
各
分
野
で
精
力
的
に
研
究
･
著
作
･
講
演
を
行
う
。
2
0
1
2
年
よ
り
現
職
。
公

職
や
テ
レ
ビ
出
演
多
数
。
近
著
﹁
デ
フ
レ
の
正
体
﹂︵
角
川
O
n
e
テ
ー
マ
21
︶
は
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

藻
谷

　浩
介

広
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

豊
後
大
野
市
神
楽
会
館

Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
・
豊
後
清
川
駅
よ
り
徒
歩
約
8
分

車
利
用 

↓ 

無
料
駐
車
場
完
備

後

　
　援

基
調
講
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
予
定

本学会・会員 会員外

◆10/19限定で、ＪＲ豊肥本線・緒方駅前から会場まで送迎車あり。
　詳細は8月末、ものがたり観光行動学会ホームページ http://anata.org/ にアップします。

参加費

問い合わせ

2,000円

神楽観賞協賛金充当
神楽観賞・特製弁当付

☎0974-22-1001（代表）

豊後大野市商工観光課
大野まで

会 

場

日 

時 プ
ロ
グ
ラ
ム
②

学
会
大
会
招
致
記
念

10
月

20
日

［ 日 ］
［ 

9
時
25
分
〜
16
時
25
分 

］開
場

時
9

桑
野

　和
泉

田
口

　五
朗

藻
谷

　浩
介

橋
本

　祐
輔■

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
パ
ネ
ラ
ー

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

休
憩
／
20
分

プ
ロ
グ
ラ
ム
予
定

14

：

00
／
5
分

14

：

05
／
10
分

14

：

15
／
10
分

14

：

25
／
35
分

15

：

00
／
10
分

15

：

10
／
80
分

16

：

30
／
10
分

16

：

50
／
30
分

17

：

30
／

120
分

開
会
宣
言

も
の
が
た
り
観
光
行
動
学
会 

会
長

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

年
次
大
会
の
狙
い

大
会
実
行
委
員
長︵
市
代
表
︶

豊
後
大
野
市
長

年
次
大
会
趣
旨
説
明

大
会
実
行
委
員
長︵
学
会
代
表
︶

学
会
特
別
顧
問

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

﹁
地
域
に
向
う
ア
ニ
メ
・

コ
ス
プ
レ
・
若
者
た
ち
﹂

北
海
道
大
学
観
光
学

高
等
研
究
セ
ン
タ
ー 

教
授

研
究
発
表
・
統
括
者

ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者

豊
後
大
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

副
主
幹

白
幡
洋
三
郎

橋
本

　祐
輔

大
黒
伊
勢
夫

山
村

　高
淑

豊
田

　徹
士

研
究
発
表
︵
4
本
︶

︿
発
表
15
分
＋
質
疑
5
分
程
度
﹀

司
会
者
に
よ
る
講
評

総
会︵
会
員
限
定
・
予
備
時
間
10
分
︶

交
流
会
︵
会
場
は
右
記
に
同
じ
︶

道
の
駅

原
尻
の
滝︵
特
設
会
場
︶

会 

場

日 

時

10
月

19
日

［ 土 ］

大
会
お
よ
び
総
会

申し込み方法

参加希望・問い合わせ

※交流会不参加でも返金できません（交流会費に充当・現地徴収） 参加費 4,000円

☎0974-22-1001（代表）豊後大野市商工観光課・大野まで

豊後大野市商工観光課宛、「10/19 観光学大会・参加希望」と明記し、Fax.0974-22-1426に申し込
む。住所・氏名・年齢・職業・性別と連絡先メールアドレスを正確に記入する。抽選の上、当落結果は
9/30（月）商工観光課から、直接メール通知します。

本学会・会員に限り、学会事務局
のメールアドレスwork@anata.org
から直接申し込む。

［ 

14
時
〜
17
時 

］開
場

時
13

分
30

すずかけ神楽社 「神逐」
三社大権現社秋季大祭 豊後大野市三重町西泉
すずかけ神楽社 「神逐」
三社大権現社秋季大祭 豊後大野市三重町西泉

馬背畑獅子舞 団扇取り
御霊八社秋季大祭 豊後大野市緒方町馬背畑
馬背畑獅子舞 団扇取り
御霊八社秋季大祭 豊後大野市緒方町馬背畑

休
憩
／
10
分

画像提供：国際日本文化研究センター 画：吉田初三郎 日本鳥瞰九州大図絵

参加証人手方法

9

：

25
／
10
分

開
会
挨
拶

も
の
が
た
り
観
光
行
動
学
会 

副
会
長

関
西
学
院
大
学 

教
授 

加
藤

　晃
規

9

：

50
／
40
分

九
州
オ
ル
レ
と
奥
豊
後
コ
ー
ス

九
州
観
光
推
進
機
構 

事
業
本
部 

本
部
長 

高
橋

　
　誠

休
憩
／
20
分

場
面
展
開
／
5
分

10

：

30
／
20
分

若
者
の
観
光
動　

と
課
題
意
識

11

：

10
／
90
分

神
楽
観
賞
︵
特
製
弁
当
を
会
場
客
席
に
て
食
す
︶

13

：

00
／
10
分

午
前
の
総
括
と

　
　午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

九
州
運
輸
局 

企
画
観
光
部 

次
長 

池
端

　洋
一

大
会
実
行
委
員
長 

大
黒
伊
勢
夫

13

：

10
／
70
分

基
調
講
演﹁
若
者
は
ナ
ゼ

　
　
　
　

 

旅
を
し
な
く
な
っ
た
の
か
﹂

14

：

25
／
110
分

セ
ッ
シ
ョ
ン﹁
9
万
年
の
大
地
に
お
け
る

　
　
　
　新
た
な
観
光
と
若
者
の
旅
﹂

︵
株
︶
日
本
総
合
研
究
所 

調
査
部 

主
席
研
究
員 

藻
谷

　浩
介

16

：

15
／
10
分

大
会
講
評
・
閉
会
の
辞

も
の
が
た
り
観
光
行
動
学
会 

会
長

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

教
授 

白
幡
洋
三
郎

9

：

35
／
15
分

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

﹁
豊
後
大
野
の
魅
力
と
新
た
な
観
光
﹂

大
会
実
行
委
員
長

豊
後
大
野
市
長 

橋
本

　祐
輔

由
布
院
温
泉
観
光
協
会 

会
長
／
玉
の
湯 

代
表
取
締
役
社
長

N
H
K
福
岡
放
送
局 

局
長 

※
大
分
生
ま
れ
の
大
分
育
ち

元
﹃
ニ
ュ
ー
ス
ウ
オ
ッ
チ
9
﹄
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー

九
州
オ
ル
レ
奥
豊
後
コ
ー
ス
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー

あ
さ
じ
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局
長 

森

　
　誠
一

ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者

豊
後
大
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館 

副
主
幹 

豊
田

　徹
士

大
会
実
行
委
員
長

加
藤

　晃
規

第3回年次大会
プログラム① プログラム②

大会および総会 広域シンポジウム
ものがたり観光行動学会 10/19土土 10/20 日日

会場 / 道の駅 原尻の滝（特設会場） 会場 / 豊後大野市神楽会館

いや！ 今、若者の旅は「舞い演じ表現することが旅だ」／9万年の大地に立つ豊後大野で考える

第4回
総会

大会実行
委員長

主　催

豊後大野市長　橋本 祐輔
学会特別顧問・元九州運輸局長　大黒伊勢夫

ものがたり観光行動学会
豊後大野市（共催）

東映京都撮影所「試写室」東映京都撮影所「試写室」

20142014

ものがたり観光行動学会 第４回年次大会 （第５回総会）ものがたり観光行動学会 第４回年次大会 （第５回総会）

会 場 太秦映画村の「入場 券 半券 」が必要。詳細 ウラ面 による太秦映画村の「入場 券 半券 」が必要。詳細 ウラ面 による

12121010 （日）（日）月月 日日

主催／ものがたり観光行動学会主催／ものがたり観光行動学会 大会実行委員長 ： 学会副会長・佛教大学社会学部教授　髙田公理

「サクラサク」撮影 現場

参 加 費

参　　加
申し込み

参加受付7月10日（土）から。
7/10、ものがたり観光行動学会http://anata.org上にアップする「参加申し込み」をプリントし、
豊後大野市観光協会宛FAXで申し込む。FAX番号等、詳細は上記「参加申し込み書」に表記。
会場定員の100名に達した時点で締切ります。
学会員 1,000円／一般 3,000円／学生 1,500円（当日徴収いたします）

協　　力 東映（株）京都撮影所 ／ 東映太秦映画村 ／ 大分県豊後大野市
参 加 費

参　　加
申し込み

学会員 1,000円／一般 3,000円／学生 1,500円（当日徴収いたします）
協　　力 東映（株）京都撮影所 ／ 東映太秦映画村 ／ 大分県豊後大野市

参加受付7月10日（土）から。
7/10、ものがたり観光行動学会http://anata.org上にアップする「参加申し込み」をプリントし、
豊後大野市観光協会宛FAXで申し込む。FAX番号等、詳細は上記「参加申し込み書」に表記。
会場定員の100名に達した時点で締切ります。

原
初
的
な
モ
ノ
に
光
を
あ
て
、

人
を
誘
う
行
為
を
誘
発
さ
せ
る―

―

そ
ん
な
試
み
の
体
系
化
が「
観
光
の
姿
」、

そ
の
一
面
で
あ
る
。が
、

体
系
化
さ
れ
た
行
為
と
し
て
の
観
光
は
、

即
座
に「
原
初
的
な
モ
ノ
を
陳
腐
化
さ
せ
る
」

と
い
う
不
可
逆
な
側
面
を
併
せ
持
つ
。

「
原
初
の
物
語
」を
発
掘
し
、

映
像
の
チ
カ
ラ
で
新
た
な
光
を
与
え
、

観
光
に
結
ぶ
力
を
所
持
す
る
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー…

…

世
界
的
観
光
都
市
で
あ
る
京
都
、

そ
の
日
本
映
画
の
中
心
地
、東
映
京
都
撮
影
所
に
お
い
て

﹇
地
域
を
拓
く
シ
ネ
マ
の
魅
力
・
威
力
・
無
力
﹈に
つ
い
て
考
え
る
。

原
初
的
な
モ
ノ
に
光
を
あ
て
、

人
を
誘
う
行
為
を
誘
発
さ
せ
る―

―

そ
ん
な
試
み
の
体
系
化
が「
観
光
の
姿
」、

そ
の
一
面
で
あ
る
。が
、

体
系
化
さ
れ
た
行
為
と
し
て
の
観
光
は
、

即
座
に「
原
初
的
な
モ
ノ
を
陳
腐
化
さ
せ
る
」

と
い
う
不
可
逆
な
側
面
を
併
せ
持
つ
。

「
原
初
の
物
語
」を
発
掘
し
、

映
像
の
チ
カ
ラ
で
新
た
な
光
を
与
え
、

観
光
に
結
ぶ
力
を
所
持
す
る
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー…

…

世
界
的
観
光
都
市
で
あ
る
京
都
、

そ
の
日
本
映
画
の
中
心
地
、東
映
京
都
撮
影
所
に
お
い
て

﹇
地
域
を
拓
く
シ
ネ
マ
の
魅
力
・
威
力
・
無
力
﹈に
つ
い
て
考
え
る
。

ものがたり

パネラー

コーディネーター

﹇
福
岡
﹈西
南
学
院
大
学

西
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

参
加
者
お
一
人
／
1,
0
0
0
円

※
当
日
会
場
に
て
徴
収
し
ま
す
。

会
場

会
費

キリスト教の伝来、伝承の地としての九州のものがたり
～「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」の
                             世界遺産登録と地域づくり～

パネラー

コーディネーター 髙田 公理 （学会副会長・武庫川女子大学名誉教授）

レンゾ・デ・ルカ （日本二十六聖人記念館館長）

安高 啓明 （熊本大学准教授）

加藤 晃規 （学会副会長・関西学院大学名誉教授）

キリスト教における九州の意義と西南学院の創立
G.W.バークレー （西南学院大学院長）

古代・中世の大陸との交流における
　　　　　　　　　　九州の役割とそのものがたり
～「宗像・沖ノ島と関連遺産群」の世界遺産登録と地域づくり～

中村 靖富満 （宮島観光協会会長）  

小林 正勝 （宗像観光協会会長）

白幡 洋三郎（学会会長）

［会場］西南クロスプラザ2階レセプションルーム　［会費制］4,000円（参加者お一人）

国土交通省九州運輸局／福岡県／（一社）九州観光推進機構／（公社）福岡県観光連盟／（公財）福岡観光コンベンションビューロー／九州鉄道協会／九州バス協会／
（公財）九州運輸振興センター／（一財）九州陸運協会／九州旅客鉄道（株）／西日本鉄道（株）／西鉄旅行（株）／（株）西日本新聞社／NHK福岡放送局／RKB毎日放送（株）

プログラム
［総合司会］ 浅田 奈緒美 （RKB毎日放送・ものがたり観光行動学会会員）

年次大会・シンポジウムの趣旨説明 ［実行委員長］ 橋本 祐輔 （豊後大野市長）

シンポジウム等の参加については、9月30日までに事前登録することが必要です。参加ご希望の方は、「ぶんご大野里の旅公社」までお申し込みください。

世界遺産の登録と観光地域づくりに向けて

九州の
海外
交流 地の

のと

後援

10.11
日曜日

魏志倭人伝の時代から九州は大陸との交流の窓口であり、遣隋使・遣唐使の時代

にあってもそれは国家の意思のもとで荒波を越える命がけの旅であった。宗像・沖

ノ島ではその安全・安寧を願う国家祭祀が古代より長年にわたって行われてきた

ところであり、その遺物は沖ノ島をして「海の正倉院」と言わしめている。日宋貿易

を発展させた平清盛が崇めた同じ宗像三女神を祭る厳島神社が世界遺産となり、

観光地域として発展をみているところであり、これらをも参考としつつ、宗像・沖ノ

島の世界遺産登録の意義、課題と地域づくりのあり方について議論する。

ザビエルによるキリスト教の伝来と布教、迫害、

隠れキリシタンの時代を経て開国後の信徒発

見、明治以降の復教、教会群の建設等に至る九

州のキリスト教の歴史を振り返り、それを基に、

長崎の教会群とキリスト教遺産が世界遺産とな

ることの意義と海外への情報発信のあり方等

について議論する。

2014年次決算
2015年次事業計画、予算等

進行　李　有師
（学会専務理事・ぶんご大野里の旅公社理事長）

第6回総会（13：15～13：45）
各自昼食

（12：30終了）
主査 加藤 晃規 （学会副会長）

研究発表（11：15）

開会の辞・会長挨拶
白幡 洋三郎 （学会会長）

第5回年次大会（11：00開会）

第6回総会プログラム

お申し込みは
FAXで

◎申込代表者氏名と参加人数 ◎連絡先電話番号
◎所属
◎懇親会参加の有無

申し込み先 ぶんご大野
里の旅公社 FAX.0974-27-5537

お問い合わせ 14111@sato-no-tabi.jp（申込代表者1名につき4名様まで申し込み可）

基調セッション（14：00）

基調セッション

パネルセッション

プロローグ

プロローグ

パネルセッション

特別セッション（15：50)

総評・閉会の辞（17：20）

シンポジウム終了後 懇親会（17：30～19：10）

特別セッション

第5回年次大会記念シンポジウム
ものがたり観光行動学会九州広域観光シンポジウム

古代からの九州のものがたりと観光地域づくり

葦津 敬之 （宗像大社宮司）

西高辻 信良 （太宰府天満宮宮司）

豊田 徹士（豊後大野市歴史民俗資料館）

大黒 伊勢夫 （学会特別顧問・西日本鉄道㈱・西鉄旅行㈱監査役）

も
の
が
た
り
観
光
行
動
学
会

主
催

西
南
学
院
大
学
／
豊
後
大
野
市

共
催

2010

20132014

2015

20112012
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2
0
1
5
年
7
月
25
日
、
大
分
県

豊
後
大
野
市
清
川
町
に
「
ロ
ッ
ジ
き
よ

か
わ
」
が
開
業
し
た
。
日
本
百
名
山
、

祖
母
・
傾
山
を
源
に
い
た
だ
く
清
流
・

奥
岳
川
を
眼
前
に
、
敷
地
面
積
が
阪
神

甲
子
園
球
場
と
同
程
度
、
約
4
ヘ
ク

タ
ー
ル
ほ
ど
（
登
記
上
の
面
積
は
こ

れ
よ
り
少
な
い
）。
そ
の
敷
地
の
中
に

は
、
旧
・
清
川
村
時
代
に
建
築
さ
れ
た

大
小
さ
ま
ざ
ま
の
“
宿
泊
棟
”
が
苔
む

し
た
状
態
で
存
在
し
て
い
た
。

　

こ
の
古
ぼ
け
た
建
物
群
を
、
名
ば
か

り
の
“
宿
泊
棟
”
か
ら
、
名
実
と
も

に
、
人
が
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
る
「
宿

泊
施
設
」
と
す
べ
く
、
今
年
4
月
末

か
ら
改
修
し
、
開
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

こ
れ
は
そ
の
改
修
か
ら
開
業
に
至
る
経

過
を
記
し
た
概
略
的
な
開
業
記
で
あ
る
。

1
．性
能
発
注
と
い
う
改
修
手
法

　

大
分
県
は
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」

と
い
う
県
が
主
導
す
る
セ
ー
ル
ス
コ
ピ
ー

で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
県
政
の
中
心
に

「
温
泉
を
中
心
に
据
え
た
観
光
政
策
」
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
基
礎
自
治
体
に
お

い
て
も
、
別
府
市
や
由
布
市
、
ま
た
竹
田

市
の
よ
う
な
観
光
先
進
地
は
多
い
。

　

と
こ
ろ
が
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
」

に
あ
っ
て
、
豊
後
大
野
市
に
は
温
泉
が
皆

無
（
県
内
で
は
他
に
、
津
久
見
市
と
の

2
市
で
温
泉
が
存
在
し
な
い
）、
古
く
か

ら
い
わ
ゆ
る
一
次
産
業
で
成
り
立
っ
て
き

た
土
地
柄
で
、
観
光
の
産
業
化
や
観
光
ビ

ジ
ネ
ス
に
対
す
る
政
策
的
な
位
置
づ
け
、

さ
ら
に
観
光
に
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
る

「
時
代
へ
の
機
動
性
」
は
希
薄
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
こ
豊
後
大
野
市
に
は
、
古
く

か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
一
次
産
業
の
様
々

な
伝
統
が
目
に
見
え
る
形
で
残
さ
れ
て
い

る
。「
井
路
」
と
呼
ば
れ
る
用
水
路
網
、

そ
の
数
が
日
本
一
、
そ
の
径
間
が
日
本
最

大
と
さ
れ
る
石
橋
な
ど
は
、
そ
の
一
例
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
農
業
や
林
業
の
営
み
と

密
接
に
関
係
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
そ
の

も
の
が
、「
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い

観
光
資
源
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
で
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
こ
の
地
域
の
風
土
性
は
一
次
産
業
か

李  
有 

師

L
E

E
 Y

u
u

ji

きよかわ開業記
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04

01

が
予
測
さ
れ
た
。
そ
の
建
物
群
の
内
訳
は
、

管
理
棟
、
炊
事
棟
、
ツ
リ
ー
型
ハ
ウ
ス
（
全

10
棟
）、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
（
全
4
棟
）、
キ
ャ

ビ
ン
棟
（
木
造
板
張
り
・
全
2
棟
）
な
ど

で
、
不
完
全
で
あ
っ
た
合
併
処
理
浄
化
槽
を

含
む
給
排
水
・
衛
生
設
備
は
全
て
新
設
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
建
物
に
近
接
す
る
多
く
の
大
木
が

長
期
に
わ
た
っ
て
放
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
全
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
屋
根
・
壁
を
中

心
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
た
。
中

で
も
管
理
棟
の
壁
は
内
・
外
と
も
に
板
材
が

や
せ
細
り
防
水
・
断
熱
処
理
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
構
造
材
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
も
心
配
さ
れ
た
。
結
果
的
に
は
壁
材
の
張

替
え
で
保
全
対
応
が
可
能
と
判
断
さ
れ
た

が
、
内
外
と
も
に
全
面
的
な
板
材
の
張
替
え

が
必
要
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
炊
事
棟
で
は
大
屋
根
が
朽
ち
、

崩
落
寸
前
の
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
屋
根
全
体
を
ガ
ル
バ
リ
ュ
ー
ム
鋼
鈑
で
葺

き
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
他
の
棟
の

屋
根
・
壁
に
つ
い
て
は
予
算
的
な
制
約
か

ら
「
洗
い
処
理
」
で
済
ま
せ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
言
う
「
目
に
つ

き
や
す
い
所
の
デ
ザ
イ
ン
処
理
」
よ
り
も
、

「
目
に
見
え
な
い
部
位
へ
の
手
当
」
が
改
修

の
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

ま
だ
あ
る
。
建
物
に
近
接
し
す
ぎ
て
い
た

大
木
の
伐
採
、
伸
び
放
題
で
放
置
さ
れ
て
き

た
木
々
の
剪
定
、
さ
ら
に
長
年
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
不
全
で
排
水
不
能
と
な
っ
て
い
た
ト
イ

レ
や
シ
ャ
ワ
ー
施
設
の
埋
設
管
も
取
り
換
え

ら
由
来
す
る
多
年
に
わ
た
る
ス
ト
ッ
ク

の
継
承
、
す
な
わ
ち
年
次
ご
と
に
検
証

さ
れ
る
い
わ
ば
「
伝
承
の
風
土
」
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
伝
承
の
風
土
」
と
は
、
言
い
換
え

れ
ば
「
急
な
変
化
は
不
得
手
」
と
い
う

こ
と
が
で
き
、
こ
の
点
か
ら
、
当
該
施

設
が
目
指
し
た
「
4
月
末
か
ら
の
改

修
ス
タ
ー
ト
→
7
／
25
開
業
」
と
い

う
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、「
性
急

す
ぎ
」
と
の
不
安
が
当
初
か
ら
指
摘
さ

れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
発
注
と
な
る
建
物
群

の
改
修
に
は
性
能
発
注
と
い
う
工
程
ス

タ
イ
ル
を
市
建
設
課
に
検
討
・
採
用
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
住
宅
・
都

市
整
備
公
団
（
現
・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）

01　緒方地区の井路：この地区では名瀑・原尻の滝、上流部
から引かれたこのような井路が地区を横断し目にも美しい。井
路には所々に小さな石橋も現存している。

02　出会橋と轟橋（とどろばし）：アーチ径間が日本１位、２
位の石橋が併存する驚嘆する光景であるが、観光ビジターに出
会うとこはきわめて稀だ。

03　ツリー型ハウス：全10棟が存在したが、この内の２棟は
施工不良のため傾きが激しく使用困難であった。写真はそのう
ちの１棟で、写真をよく見ると右側への傾斜が見て取れる。

04　炊事棟の屋根：長期にわたり屋根の全面積に大木が覆い
かぶさっていたため隠れていた木部が腐り、屋根全体が崩落の
一歩手前という危険な状態であった。

な
ど
で
多
く
採
用
さ
れ
て
き
た
、
こ
の

工
程
ス
タ
イ
ル
の
利
点
は
、
予
算
を
集

約
的
に
活
用
で
き
る
こ
と
、
工
期
の
時

間
的
な
制
約
を
取
り
払
う
こ
と
、
そ
の

両
面
で
実
効
性
が
期
待
で
き
た
か
ら
で

あ
る
。

2
．想
定
外
の
老
朽
化

　

改
修
す
る
建
物
・
施
設
は
平
成
6

年
頃
に
新
築
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
新

築
以
後
の
営
繕
が
不
完
全
で
当
初
か
ら

「
目
に
見
え
な
い
部
分
に
対
す
る
改
修
」 ロッジ

5



05　仮事務所でのデスクワーク：4/27から約
２カ月間、左記写真手前のログハウスを仮事務
所とした。外壁洗い作業で「水攻め」となり、
室内で傘をさすこともあった。 05

が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
目
視
等
で
確

認
・
予
測
し
て
い
た
こ
れ
ら
へ
の
対
処

で
は
あ
っ
た
が
、
改
修
が
進
む
に
つ
れ

て
当
初
予
測
を
上
回
る
規
模
と
な
り
、

「
目
に
つ
き
や
す
い
所
の
デ
ザ
イ
ン
処

理
」
は
、
ど
ん
ど
ん
後
回
し
に
、
あ
る

い
は
回
避
の
対
象
に
な
っ
た
も
の
が
多

く
発
生
し
た
。

3
．事
務
所
移
転
と
予
約
開
始

　

こ
の
「
ロ
ッ
ジ
き
よ
か
わ
」
を
運
営

す
る
の
は
昨
年
11
月
1
日
に
発
足
し

た
ば
か
り
の
「
一
般
社
団
法
人 

ぶ
ん

ご
大
野
里
の
旅
公
社
（
設
立
時
理
事
長

は
豊
後
大
野
市
長
・
橋
本
祐
輔
／
現
在

は
、
も
の
が
た
り
観
光
行
動
学
会
・
専

務
理
事
、
李
有
師
が
理
事
長
と
専
務
理

事
を
兼
務
）」
で
あ
る
。
こ
の
組
織
は

旧
来
の
任
意
団
体
、
豊
後
大
野
市
観
光

協
会
を
閉
じ
、
新
た
に
組
成
さ
れ
た
組

織
で
、
旧
協
会
時
J
R
豊
肥
本
線
・

三
重
町
駅
前
に
あ
っ
た
事
務
所
も
4

月
27
日
に
引
き
払
い
、
引
っ
越
し
た
。

こ
の
改
修
現
場
の
最
前
線
（
改
修
中
の

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
一
画
）
を
新
事
務
所
と

す
る
こ
と
に
し
た
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
G
W
連
休
明
け
の
5
月
7

日
か
ら
は
、
7
月
25
日
の
開
業
に
向

け
て
予
約
業
務
も
開
始
し
た
（
6
月

～
7
月
に
か
け
予
約
業
務
を
一
時
休

止
し
た
時
期
が
存
す
る
）。
こ
れ
ら
一

連
の
行
為
は
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
か

域
が
約
９
万
年
前
の
阿
蘇
山
の
大
噴

火
、
そ
の
大
火
砕
流
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
特
徴
的
な
大
地
上
に
あ
る
。
沖
縄

本
島
の
全
面
積
の
半
分
に
も
な
る
市
域

約
6
0
0
㎢
は
、「
大
分
の
野
菜
畑
」
と

称
さ
れ
る
ほ
ど
農
業
が
盛
ん
で
（
水
稲

や
椎
茸
栽
培
、
畜
産
・
養
鶏
も
盛
ん
）、

全
戸
が
耕
作
を
し
て
い
る
の
か
と
勘
違

い
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
勢
い
を
持
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
近
年
、
多
く
の
中
山
間
地
域

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
豊
後
大

野
市
で
も
少
子
高
齢
化
が
顕
著
で
、
営

農
に
様
々
な
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
る
時

代
が
訪
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
域

の
価
値
化
に
よ
る
農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
で
あ
る
。

　

農
産
品
は
言
う
に
及
ば
ず
モ
ノ
づ
く

り
に
お
い
て
は
“
品
質
一
番
”
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
方
で

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
欠
如
も
、
生
産
者

の
損
失
を
回
避
さ
せ
る
た
め
の
必
要
要

件
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
ど
き
の
時
代

の
必
然
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ロ
ッ
ジ
き

よ
か
わ
に
お
け
る
営
業
活
動
の
基
底
に

は
主
に
次
の
よ
う
な
５
つ
の
視
点
を
位

置
付
け
、
今
後
の
活
動
に
向
け
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

①�

地
域
（
宿
泊
者
）
と
地
域
（
立
地
地

域
）
が
「
出
会
う
舞
台
」
と
し
て
機

能
す
る
。

ら
今
日
ま
で
、
全
国
各
地
で
あ
た
り
前

の
よ
う
に
組
成
さ
れ
運
用
さ
れ
て
き

た
、「
遊
興
レ
ジ
ャ
ー
型
の
余
暇
を
下

支
え
す
る
○
○
観
光
協
会
」
で
は
な

く
、
地
域
の
資
源
（
産
業
的
な
基
盤
や

継
承
さ
れ
て
き
た
自
然
・
歴
史
・
伝

統
）
を
「
地
域
そ
の
も
の
が
主
体
性
を

発
揮
し
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
す

る
――

も
の
が
た
り
観
光
行
動
」
の
一

環
で
あ
る
。
こ
の
一
連
は
、
当
該
改
修

予
算
と
併
せ
、
そ
の
す
べ
て
が
豊
後
大

野
市
に
よ
っ
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
、
も
の
が

た
り
観
光
行
動
学
会
の
活
動
成
果
そ
の

も
の
と
も
い
え
よ
う
。

4
．こ
れ
か
ら
の
こ
と

　

ロ
ッ
ジ
き
よ
か
わ
は
豊
後
大
野
市
清

川
町
宇
田
枝
と
い
う
地
区
に
あ
り
、
清

流
・
奥
岳
川
は
こ
の
上
流
域
に
ダ
ム
を

持
た
ず
（
堰
堤
は
除
く
）、
流
域
も
短

い
。
こ
の
た
め
、
人
里
に
あ
る
ロ
ッ
ジ

き
よ
か
わ
前
の
奥
岳
川
に
あ
っ
て
も
、

そ
の
水
流
は
エ
メ
ラ
ル
ド
色
に
澄
み
わ

た
り
（
左
頁
の
写
真
）、
日
本
百
名
山
、

祖
母
・
傾
山
を
源
に
い
た
だ
く
清
流
は

盛
夏
で
も
冷
涼
、
こ
の
た
め
標
高
僅
か

1
2
5
ｍ
の
地
に
あ
り
な
が
ら
、
夜
半
、

熱
帯
夜
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
、
ま
ず
な

い
。
驚
く
こ
と
に
明
け
方
は
冷
え
る
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い

る
豊
後
大
野
市
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
市

6



06　奥岳川：ロッジきよかわ前を流れる清流
07　ログハウスの全塗装：朽ちはじめていたログハウスの
外壁は、洗い処理の上で浸透性の外壁塗料を丁寧に施工し
た。屋根は予算の関係上、洗い処理のみとなった。

08　道の駅きよかわ：近傍の人気店「道の駅きよかわ」に
は、地元露地物の野菜が毎日ふんだんに並ぶ。

06

0708

②�

そ
の
機
能
化
に
は
、
積
極
的
に
地
域

食
材
を
用
い
「
出
会
い
の
意
外
性
」

を
演
出
で
き
る
場
所
と
し
て
の
チ
カ

ラ
を
蓄
え
る
。

③�

地
域
内
外
の
若
者
が
「
働
け
る
場
」

と
し
て
売
上
目
論
見
を
計
画
し
、
そ

の
計
画
達
成
に
努
力
す
る
。

④�

伝
統
・
文
化
や
従
前
か
ら
の
地
域
性

に
敬
意
を
払
う
一
方
で
、
持
続
可
能

性
を
高
め
る
た
め
の
斬
新
な
活
動
に

注
力
す
る
。

⑤�

こ
の
地
に
存
在
し
営
業
を
継
続
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
な
宿
泊
施
設
と
し

て
、
独
自
の
価
値
を
創
造
し
発
展
・

継
承
さ
せ
る
。

7
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武
田 
亜
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T
A

K
E

D
A

 A
y

u
m

i

は
じ
め
に

　

筆
者
の
住
む
古
賀
市
は
、
福
岡
県
粕

屋
地
方
に
位
置
し
、
糟
屋
郡
新
宮
町

と
福
津
市
に
挟
ま
れ
た
市
で
あ
る
。

1
9
9
7
年
に
市
制
施
行
し
、
糟
屋

郡
古
賀
町
か
ら
古
賀
市
と
な
っ
た
。
古

賀
市
は
海
や
山
の
自
然
に
恵
ま
れ
、
九

州
最
大
の
都
市
で
あ
る
福
岡
市
に
近
接

し
て
い
る
た
め
、
経
済
、
流
通
、
交
通

の
面
で
も
利
便
性
の
高
い
生
活
環
境
が

整
っ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は

唐
津
街
道
が
通
っ
て
お
り
、
現
在
の
町

川
原
に
「
青
柳
宿
」
と
呼
ば
れ
る
宿
場

が
あ
る
な
ど
、
古
賀
市
は
昔
か
ら
交
通

の
要
所
で
あ
っ
た
。
現
在
、
古
賀
市
に

は
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
、

J
R
九
州
と
い
う
）
の
駅
で
あ
る
し

し
ぶ
駅
、
古
賀
駅
、
千
鳥
駅
が
あ
る
。

古
賀
駅
は
快
速
電
車
が
停
車
し
、
J
R

博
多
駅
へ
は
約
20
分
、
J
R
小
倉
駅

へ
は
約
50
分
と
通
勤
、
通
学
に
便
利
で

あ
る
。
ま
た
、
国
道
３
号
線
を
通
る
西

日
本
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
、
西
鉄
と

い
う
）
の
バ
ス
を
利
用
す
る
と
、
天
神

郵
便
局
前
停
留
所
ま
で
約
50
分
で
行
く

こ
と
が
で
き
る
。

　

昨
今
、
隣
接
す
る
福
津
市
に
イ
オ
ン

モ
ー
ル
福
津
と
い
う
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
、
新
宮
町

に
I
K
E
A
が
九
州
初
上
陸
す
る
な

ど
賑
わ
い
を
見
せ
る
中
、
間
に
挟
ま
れ

た
古
賀
市
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
の
商
業
施
設
が
閉
鎖
し
空
地
化
し

古賀市の
廃線跡地利用について

＊西南学院大学

1　�バラストとは、列車からレール・枕木を介してかかえる荷重
を広く分散して路盤に伝え、列車に左右動、温度によるレー
ルの伸縮による枕木の移動を防ぎ、列車の走行により発生す
る振動エネルギーを吸収する。また、雨水の排水が容易であり、
雑草の生育を防止する石のことである

図１．むぎ古賀市　（出所）筆者撮影。

8



て
い
る
部
分
が
目
立
つ
。
そ
の
た
め
古

賀
市
で
は
い
く
つ
か
の
土
地
利
用
案
が

出
さ
れ
て
い
る
。
J
R
鹿
児
島
線
古

賀
駅
の
付
近
の
商
店
街
、
玄
望
園
の
付

近
、
西
鉄
宮
地
岳
線
（
以
下
、
宮
地
岳

線
と
略
す
）
の
廃
線
跡
地
な
ど
が
そ
の

対
象
で
あ
る
。

　

J
R
古
賀
駅
付
近
の
商
店
街
は
閉

店
し
て
い
る
店
が
多
い
た
め
、
駅
周
辺

を
中
心
的
な
商
業
地
と
し
、
そ
の
周
辺

に
も
日
常
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

商
業
機
能
を
配
置
す
る
と
し
て
い
る
。

　

玄
望
園
と
は
、
古
賀
市
に
あ
る
ゴ
ミ

処
理
場
付
近
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
周

辺
道
路
等
の
基
盤
整
備
を
す
る
こ
と

に
よ
り
古
賀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
を
利
用
し
や
す
く
な
る
と
し
て
お

り
、
す
で
に
国
か
ら
補
助
金
と
し
て

2
0
0
0
万
円
を
受
け
と
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
る
。

　

土
地
利
用
案
の
中
で
筆
者
が
最
も
関

心
を
寄
せ
た
の
が
、
宮
地
岳
線
の
廃
線

跡
地
の
利
用
方
法
で
あ
る
。
案
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
実
際
に
廃
止
さ
れ
８
年
が

経
っ
た
西
鉄
宮
地
岳
線
の
跡
地
を
見
る

と
、
未
だ
に
に
草
が
生
え
た
場
所
が

残
っ
て
い
た
り
、₁
バ
ラ
ス
ト
が
残
っ

た
り
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
西
鉄

宮
地
岳
線
跡
地
を
維
持
す
る
だ
け
で
も

年
間
5
0
0
万
円
古
賀
市
が
負
担
し

て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て

な
ぜ
西
鉄
宮
地
岳
線
が
廃
止
さ
れ
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
も
疑
問
を
持
っ
た
。

住
宅
沿
い
に
通
っ
て
い
た
西
鉄
宮
地
岳

線
は
、
福
岡
市
営
地
下
鉄
箱
崎
線
に
乗

り
継
ぎ
を
す
れ
ば
福
岡
市
の
中
心
部
に

あ
る
天
神
駅
に
直
結
し
て
い
た
。
昔
か

ら
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
古
賀
市
に

あ
っ
た
宮
地
岳
線
は
、
住
民
に
と
っ
て

も
便
利
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
ま
ず
宮
地
岳
線
が
廃
止
さ
れ
た

経
緯
に
つ
い
て
述
べ
、
他
県
の
跡
地
利

用
方
法
を
調
査
す
る
。
そ
の
う
え
で
廃

線
跡
地
の
活
用
策
を
提
案
し
た
い
。

１
．
古
賀
市
に
つ
い
て

　

古
賀
市
は
工
場
団
地
、
農
業
で
有
名

な
市
で
あ
る
。
工
業
団
地
と
は
、
食
品

加
工
を
行
っ
て
い
る
工
場
が
多
く
集
ま

る
場
所
を
指
す
。
そ
こ
で
は
製
造
の
過

程
で
出
る
形
の
不
ぞ
ろ
い
な
も
の
な
ど

を
格
安
で
提
供
す
る
直
売
所
が
併
設
さ

れ
て
お
り
、
工
場
で
作
ら
れ
た
新
鮮
な

食
品
を
購
入
で
き
る
。
ま
た
毎
月
最
終

水
曜
日
に
は
特
売
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
日
は
常
設
の
直
売
所
を
設

置
し
て
い
な
い
工
場
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
、
毎
月
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
が
並
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
古
賀
市
で
は
農
業
事
業
者
の

減
少
や
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
に

つ
い
て
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
に
、
農
業
者
と
関
係
機
関
が
連
動

し
て
、
市
民
や
消
費
者
と
の
交
流
、
地

産
地
消
の
推
進
特
産
品
の
開
発
な
ど
夢

と
希
望
が
持
て
る
農
業
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
２
つ
例

を
挙
げ
る
。
１
つ
目
は
、
古
賀
の
農
業

者
と
ふ
れ
あ
い
、
古
賀
の
野
菜
を
食
べ

よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

「
農
家
直
売
‼　

軽
ト
ラ
市
」
を
開
催

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
軽
ト
ラ
市
は

古
賀
市
役
所
の
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
そ

こ
で
古
賀
の
農
家
の
方
た
ち
が
自
慢
の

野
菜
や
果
物
な
ど
を
軽
貨
物
自
動
車
に

積
載
し
て
対
面
販
売
を
し
て
い
る
。
そ

の
お
か
げ
で
生
産
者
の
こ
だ
わ
り
の
話

や
、
お
い
し
い
古
賀
市
産
の
野
菜
に

出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
２
つ

目
は
、
2
0
1
3
年
か
ら
年
１
回
、

「
ま
つ
り
古
賀
」
内
の
特
設
ブ
ー
ス
で

K
‒
１
グ
ラ
ン
プ
リ
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
K
‒
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の

K
‒
１
と
は
古
賀
の
一
品
の
こ
と
で
、

古
賀
市
立
図
書
館
の
駐
車
場
と
隣
接
し

て
い
る
古
賀
市
の
運
動
場
で
行
わ
れ
て

い
る
。
K
‒
１
グ
ラ
ン
プ
リ
を
行
う
こ

と
で
古
賀
市
が
古
賀
市
の
事
業
者
や
農

業
者
が
地
元
の
農
産
物
を
活
用
し
た
特

産
物
開
発
を
支
援
し
て
い
る
。
事
前
に

募
集
し
た
参
加
者
の
投
票
に
よ
っ
て
毎

年
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
5
年
に
行
わ
れ
た
24
時
間
テ

レ
ビ
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
岡
で
販
売
さ

れ
て
い
た
ゆ
め
ん
た
パ
ン
に
付
い
て
い

た
人
参
ジ
ャ
ム
は
、
K
‒
１
商
品
の
一

つ
で
あ
る
。
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
は
市
街

地
で
行
わ
れ
、
毎
回
多
く
の
市
民
が
訪

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
古
賀
市
で
は
「
博
多
あ
ま
お

う
」
や
話
題
の
「
ス
イ
ー
ツ
コ
ー
ン
」

「
焦
が
し
商
品
」
な
ど
古
賀
市
ブ
ラ
ン

ド
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
ス
イ
ー
ツ
コ
ー

ン
は
販
売
当
日
の
朝
４
時
に
１
万
本
が

収
穫
さ
れ
、

　

年
に
一
度
し
か
ス
イ
ー
ツ
コ
ー
ン
祭

り
が
開
催
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

先
頭
の
人
は
販
売
時
間
の
２
時
間
前
の

朝
７
時
か
ら
並
ん
で
い
る
。
ス
イ
ー
ツ

コ
ー
ン
は
そ
の
名
の
通
り
ス
イ
ー
ツ
の

よ
う
に
と
て
も
甘
く
、
糖
度
が
14
%

も
あ
る
た
め
生
の
ま
ま
で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。
販
売
か
ら
１
時
間
程
で
完

売
す
る
た
め
並
ん
で
も
購
入
で
き
な
い

人
が
続
出
す
る
ほ
ど
で
大
好
評
で
あ

る
。
焦
が
し
商
品
と
は
、
焦
が
し
と
古

賀
市
に
か
け
て
軽
く
焦
が
し
た
り
炙
っ

た
り
し
た
、
ほ
の
か
な
苦
み
や
香
ば
し

い
香
り
を
特
徴
と
す
る
商
品
で
あ
る
。

焦
が
し
商
品
の
中
の
１
つ
で
あ
る
「
む

ぎ
古
賀
市
」
と
い
う
お
菓
子
は
、
古
賀

市
の
工
業
団
地
に
あ
る
博
多
菓
子
左
衛

門
が
製
造
し
て
お
り
、
観
光
客
、
古
賀

市
民
の
手
土
産
と
し
て
好
評
で
あ
る

（
図
１
参
照
）。
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２
．
宮
地
岳
線
廃
止
に
至
る
経
緯

　

宮
地
岳
線
は
西
鉄
貝
塚
線
の
旧
線
路

名
称
で
あ
る
。
宮
地
岳
線
は
博
多
湾
鉄

道
汽
船
に
よ
っ
て
開
通
し
た
線
路
で
あ

る
。
博
多
湾
鉄
道
汽
船
と
は
、
西
鉄
に

統
合
さ
れ
た
５
つ
鉄
道
事
業
者
の
１
つ

で
あ
る
。

　

他
の
４
つ
の
鉄
道
事
業
者
は
九
州
電

気
軌
道
、
福
博
電
車
、
筑
前
参
宮
鉄

道
、
九
州
鉄
道
で
あ
る
。
宮
地
岳
線
は

前
身
の
鉄
道
会
社
の
相
違
か
ら
、
他

の
西
鉄
の
路
線
と
は
異
な
り
J
R
在

来
線
と
同
じ
1
0
6
7
㎜
の
狭
軌
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
鉄
は
日

本
最
大
の
バ
ス
会
社
で
あ
り
な
が
ら
、

本
州
以
外
で
唯
一
の
大
手
私
鉄
で
あ
る

こ
と
で
全
国
的
に
有
名
で
あ
る
。
西
鉄

宮
地
岳
線
が
開
通
し
た
理
由
は
、
炭
田

輸
送
の
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

福
岡
市
街
地
と
し
て
の
発
展
を
見
込
ん

で
こ
と
で
、
福
津
市
に
あ
る
宮
地
岳
神

社
ま
で
延
伸
さ
れ
、
終
点
は
津
屋
崎
で

あ
っ
た
。

　

宮
地
岳
線
が
廃
止
さ
れ
た
理
由
は
、

J
R
鹿
児
島
本
線
や
都
市
部
に
直
通

す
る
路
線
バ
ス
な
ど
と
の
競
合
か
ら
利

用
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
や
、
営
業
収
益

が
営
業
費
用
を
下
回
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
と
く
に
西
鉄
新
か
ら
津
屋
崎
ま

で
の
区
間
の
通
過
人
員
は
、
2
0
0
4

年
時
点
で
貝
塚
か
ら
三
苫
ま
で
の
区
間

の
通
過
人
員
の
４
分
の
１
で
あ
る
。
そ

の
区
間
の
間
に
あ
る
古
賀
市
の
駅
は
古

賀
ゴ
ル
フ
場
前
、
西
鉄
古
賀
、
花
見
駅

の
３
つ
で
あ
る
。
西
鉄
は
私
鉄
で
あ
る

た
め
生
き
残
る
に
は
採
算
が
と
れ
な
い

路
線
は
廃
止
し
て
い
く
ほ
か
な
か
っ
た

（
図
２
参
照
）。

　

宮
地
岳
線
の
廃
止
に
あ
た
り
、
福
津

市
・
古
賀
市
・
新
宮
町
の
住
民
か
ら
宮

地
岳
線
の
存
続
を
訴
え
る
６
万
人
の
署

名
が
集
ま
り
、
西
鉄
新
宮
か
ら
津
屋
崎

間
の
第
三
セ
ク
タ
ー
化
が
検
討
さ
れ
た

が
、
西
鉄
側
が
第
三
セ
ク
タ
ー
と
の
直

通
運
転
を
行
わ
な
い
と
明
言
し
た
こ
と

や
第
三
セ
ク
タ
ー
の
設
立
に
は
多
額
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た

め
断
念
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
宮
地
岳

線
は
2
0
0
7
年
4
月
1
日
に
津
屋

崎
～
西
鉄
新
宮
9
·
9
㎞
が
廃
止
さ
れ

た
。
同
時
に
存
続
区
間
は
宮
地
岳
線

か
ら
貝
塚
線
に
路
線
名
称
を
変
更
し

て
い
る
。

３
．廃
線
跡
地
利
用
方
法
の
事
例 

　

ま
ず
宮
地
岳
線
の
廃
線
跡
地
の
利
用

に
つ
い
て
、
古
賀
市
の
両
隣
の
市
町
の

状
況
を
述
べ
る
。
福
津
市
で
は
西
鉄
が

跡
地
の
名
残
が
残
っ
た
ま
ま
の
状
態
で

住
宅
地
お
よ
び
駐
車
場
に
転
用
し
て
い

る
。
新
宮
町
は
線
路
跡
が
細
微
さ
れ
て

住
宅
が
建
っ
て
お
り
、
近
く
に
あ
る
杜

の
宮
と
い
う
住
宅
地
と
情
景
が
合
っ
て

い
る
。
福
津
市
と
新
宮
町
の
廃
線
跡
地

図２．西鉄宮地岳線駅間通過人員（2004 年実績）

（出所）http://www.nishitetsu.co.jp/release/2005/05_169.htm より作成。

10



活
用
の
共
通
点
は
、
住
宅
地
に
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

　

次
に
住
宅
地
以
外
に
廃
線
跡
地
を
利

用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
る
。

岐
阜
県
に
あ
る
神
岡
鉄
道
の
跡
地
で

は
、
廃
線
と
な
っ
た
鉄
道
の
路
線
に
自

転
車
を
固
定
し
て
走
る
「
レ
ー
ル
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
」
が
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
。
神
岡
鉄
道
と
は
、
鉱
山
の
町
神

岡
を
支
え
続
け
た
全
長
1
9
·
9
㎞
の

路
線
で
、
全
線
の
６
割
が
ト
ン
ネ
ル
と

鉄
橋
か
ら
な
る
こ
と
か
ら
「
奥
飛
騨
の

地
下
鉄
」
と
も
呼
ば
れ
、
全
国
で
も
有

数
の
包
摂
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
奥
飛

騨
の
生
命
線
と
も
い
え
る
大
切
な
鉄
道

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
2
0
0
4
年

に
営
業
収
益
の
８
割
を
占
め
た
貨
物
輸

送
が
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
へ
と
切
り
替
え
ら

れ
て
経
営
が
悪
化
し
、
廃
線
と
な
っ

た
。
そ
の
廃
線
跡
地
を
利
用
し
た
レ
ー

ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
「
ガ
ッ
タ
ン

ゴ
ー
‼
」
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
と
廃

線
跡
の
鉄
路
を
組
み
合
わ
せ
た
新
感
覚

の
乗
り
物
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ッ
タ
ン

ゴ
ー
に
隣
接
し
て
い
る
「
が
っ
た
ん
茶

屋
」
で
は
奥
飛
騨
の
和
仁
農
業
が
提
供

し
て
い
る
米
を
使
用
し
て
お
り
、
飛
騨

で
し
か
味
わ
え
な
い
食
べ
物
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。
飛
騨
市
は
大
自
然
が

多
く
、
登
山
や
自
然
散
策
な
ど
を
楽
し

み
に
来
る
観
光
客
が
多
い
。
2
0
1
3

年
に
は
約
2
万
6
0
0
0
人
が
利
用

し
て
お
り
、
利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が

ら
ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ー
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

て
い
く
と
し
て
い
る
。
飛
騨
の
大
自
然

を
生
か
し
、
お
客
様
の
声
を
反
映
さ

せ
、
市
と
市
民
や
観
光
客
が
一
体
と

な
っ
て
作
り
上
げ
た
廃
線
跡
地
利
用
法

は
、
飛
騨
市
に
あ
っ
た
飛
騨
市
な
ら
で

は
の
活
用
法
で
あ
る
（
図
３
参
照
）。

　
４
．耶
馬
溪
鉄
道
の
跡
地
利
用
方
法

　

耶
馬
溪
鉄
道
跡
地
は
周
囲
が
多
く
の

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
特
色
を

生
か
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し

て
廃
線
跡
地
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
同
じ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を

跡
地
利
用
方
法
と
し
て
他
の
廃
線
跡
地

で
行
っ
て
も
成
功
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
跡
地
利
用
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
述
べ
る
。

　

筆
者
は
、
2
0
1
5
年
８
月
に
福

岡
県
か
ら
近
い
大
分
県
中
津
市
に
あ
る

耶
馬
溪
鉄
道
廃
線
跡
の
現
地
調
査
を
実

施
し
た
。
耶
馬
溪
鉄
道
は
1
9
1
3

年
に
開
業
し
、
全
長
36
㎞
で
周
囲
に
は

青
の
洞
門
や
羅
漢
寺
な
ど
の
有
名
な
観

光
地
が
あ
る
。
し
か
し
1
9
7
0
年

代
に
入
り
、
沿
線
の
過
疎
化
に
よ
る
利

用
者
の
減
少
と
道
路
整
備
が
進
ん
だ
こ

と
で
1
9
7
5
年
に
全
線
が
廃
止
さ

れ
た
。
そ
し
て
耶
馬
溪
鉄
道
跡
地
は
、

1
9
8
2
年
に
メ
イ
プ
ル
耶
馬
サ
イ

図３．レールマウンテンバイク「ガッタンッゴー‼」
（出所）飛騨市公式観光ホームページ http://www.hida-kankou.jp/spot/18/article/ より引用。
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ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
西
日
本

最
大
の
自
転
車
道
に
整
備
さ
れ
た
。
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
は
秋
の
紅
葉

シ
ー
ズ
ン
は
も
ち
ろ
ん
主
に
土
曜
・
休

日
に
県
外
か
ら
多
く
の
観
光
者
が
訪
れ

て
い
る
。
ま
た
、
2
0
0
3
年
に
は

日
本
経
済
新
聞
の
お
勧
め
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
で
メ
イ
プ
ル
耶

馬
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
１
位
を
獲

得
し
て
い
る
。

　

耶
馬
溪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
用
意
さ
れ
て
い
る
自
転
車
は
大
人
用

1
1
0
台
、
子
供
用
65
台
、₂
タ
ン
デ

ム
自
転
車
45
台
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
５
台
の
計
2
2
5
台
が
あ
る
。
大

人
は
１
回
６
時
間
以
内
で
3
7
0
円

と
い
っ
た
利
用
し
や
す
い
価
格
で
自
転

車
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
体

力
に
自
信
が
な
い
人
で
も
同
額
で
電
動

自
転
車
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

安
心
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

　

メ
イ
プ
ル
耶
馬
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
は
全
長
約
22
㎞
で
、
そ
の
途
中
に

あ
る
耶
馬
溪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
北
に
延
び
る
A
コ
ー
ス
、

南
に
延
び
る
B
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

お
り
、
前
者
は
青
の
洞
門
方
面
、
後
者

は
や
ま
く
に
方
面
に
行
く
コ
ー
ス
で
あ

る
。
両
者
と
も
片
道
約
10
㎞
あ
り
、
往

復
す
れ
ば
約
20
㎞
も
の
長
距
離
を
自
転

車
に
乗
る
こ
と
に
な
る
。
途
中
で
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
や
め
る
人
は
指
定
の
乗
り

捨
て
場
所
に
自
転
車
を
置
く
こ
と
が
で

き
た
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
は

何
か
所
も
目
印
が
あ
る
た
め
、
一
度
も

訪
れ
た
事
が
な
い
人
で
も
道
に
迷
わ
ず

目
的
地
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

た
り
と
初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
な
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
両
者
と
も
急

な
坂
道
が
な
い
た
め
、
高
齢
者
や
小
さ

い
子
供
で
も
、
ど
ち
ら
か
の
コ
ー
ス
だ

け
を
往
復
す
る
こ
と
は
比
較
的
可
能
で

あ
る
。

　

青
の
洞
門
方
面
の
A
コ
ー
ス
で

は
、
途
中
や
ば
け
い
ひ
ら
た
駅
と
い
う

廃
駅
が
あ
る
。
や
ば
け
い
ひ
ら
た
駅
の

標
識
は
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
（
図
４
参

照
）。
駅
の
標
識
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
こ
と
で
、
か
つ
て
鉄
道
が
通
っ
て

い
た
証
を
現
在
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
筆
者
も
以
前
耶
馬
溪
に
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
自
動
車
か
ら
見
る
景
色

と
全
く
違
う
風
景
を
自
転
車
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
が
廃
線
跡
地
を
活
用
し
て

い
る
た
め
、
自
動
車
で
は
通
る
こ
と
の

で
き
な
い
細
い
道
や
第
二
山
国
川
橋
、

ト
ン
ネ
ル
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
よ
り
耶
馬
溪
の
自
然
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
た
か
ら
で
あ
ろ
う

（
図
５
参
照
）。
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え

る
第
二
山
国
川
橋
は
2
0
1
2
年
7

月
に
集
中
豪
雨
を
受
け
崩
落
し
た
が
、

2
0
1
4
年
5
月
に
全
通
開
通
を
遂

図４．やばけいひらた駅　（出所）筆者撮影。図５．サイクリング途中のトンネル　（出所）筆者撮影。

2　�複数のサドルとペダルを装備し、複数人が前後に並んで乗り
同時に駆動することができる自転車のことである。
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げ
、
自
転
車
専
用
道
路
と
し
て
観
光
客

だ
け
で
な
く
多
く
の
市
民
に
現
在
も
利

用
さ
れ
続
け
て
い
る
。
他
に
も
コ
ー
ス

の
途
中
に
は
道
の
駅
が
あ
る
。
サ
イ
ク

リ
ン
グ
に
訪
れ
た
観
光
客
が
道
の
駅
を

利
用
す
れ
ば
、
販
売
さ
れ
て
い
る
地
元

の
野
菜
や
果
物
が
よ
り
多
く
の
人
に
売

れ
る
可
能
性
が
で
て
く
る
。
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
と
い
う
観
光
地
が
あ
る
こ

と
で
町
全
体
が
活
性
化
す
る
と
い
え

る
。
現
地
調
査
を
実
施
し
た
の
が
平
日

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
人
と
会
う
こ

と
は
少
な
く
、
ま
た
住
民
の
方
と
も
会

う
こ
と
も
少
な
か
っ
た
。
山
川
が
多
く

あ
る
メ
イ
プ
ル
耶
馬
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
は
、
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
と
同
様
、
周
り
の
風
景
を
生
か
し
た

耶
馬
溪
に
し
か
で
き
な
い
跡
地
利
用
法

で
あ
る
が
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を

毎
日
利
用
す
る
の
は
近
隣
住
民
に
限
ら

れ
、
観
光
客
が
訪
れ
る
土
曜
・
休
日
や

長
期
休
暇
中
の
利
用
が
多
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

５
．古
賀
市
の

　
　
西
鉄
宮
地
岳
線
跡
地
の
提
案

　

古
賀
市
は
西
鉄
宮
地
岳
線
の
跡
地
の

う
ち
大
根
川
か
ら
福
津
市
と
の
境
界
ま

で
2
·
8
㎞
を
古
賀
市
土
地
開
発
公
社

に
西
鉄
か
ら
買
い
取
ら
せ
、
2
0
1
1

年
2
月
19
日
に
古
賀
市
が
古
賀
市
土
地

開
発
公
社
か
ら
土
地
を
買
い
取
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
古
賀
市
が
跡
地
を
買
い

取
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
古
古
賀
市
と

古
賀
市
民
が
ど
の
よ
う
に
跡
地
を
利
用

す
る
か
を
共
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
賀
市
が
出
し

て
い
る
西
鉄
宮
地
岳
線
跡
地
の
土
地
利

用
方
針
（
案
）
の
基
本
方
針
は
以
下
の

４
つ
で
あ
る
。

１�

．
西
鉄
宮
地
岳
線
跡
地
を
活
用
し
、

沿
線
地
域
の
地
域
課
題
の
解
決
を
は

か
る

２�

．
市
民
全
体
が
利
用
で
き
る
跡
地
利

用
を
心
が
け
る

３�

．
初
期
投
資
及
び
維
持
管
理
費
は
、

市
の
財
政
支
出
を
極
力
少
な
く
す
る

４�

．
市
民
の
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

　

筆
者
は
、
基
本
方
針
を
踏
ま
え
宮
地

岳
線
跡
地
を
市
民
農
園
に
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
市
民
農
園
と
は
住
民
が
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
自
家
用
野
菜
、

花
の
栽
培
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
生
徒
、
児
童
の
体
験
学
習
な
ど
多

様
な
目
的
で
小
面
積
の
農
地
を
利
用
し

野
菜
や
花
を
育
て
る
た
め
の
農
地
の
こ

と
で
あ
る
。
市
民
農
園
に
す
る
こ
と
で

近
く
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
古
賀
市
民

全
員
が
利
用
で
き
る
場
に
な
る
。
古
賀

市
は
現
在
15
歳
未
満
が
減
少
し
、
65
歳

以
上
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
後

図６　古賀市の人口推移と将来

（出所）http://www.nishitetsu.co.jp/release/2005/05_169.htm より作成。
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も
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
と
さ
れ

て
い
る
（
図
６
参
照
）。
市
民
農
園
が

で
き
る
こ
と
は
高
齢
者
と
小
学
生
が
コ

ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
れ
る
場
が

で
き
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

現
在
、
古
賀
市
に
は
グ
リ
ー
ン
こ
も

の
、
ふ
れ
あ
い
農
園
、
五
所
の
森
市
民

農
園
の
３
つ
の
市
民
農
園
が
あ
る
。
グ

リ
ー
ン
こ
も
の
は
35
区
画
数
の
う
ち
空

き
が
４
区
画
、
ふ
れ
あ
い
農
園
は
51
区

画
数
の
う
ち
空
き
が
０
区
画
、
五
か
所

の
森
市
民
農
園
は
56
区
画
数
の
う
ち
空

き
が
０
区
画
で
あ
る
。
３
つ
あ
る
市
民

農
園
の
う
ち
２
つ
の
市
民
農
園
は
空
き

が
な
い
状
態
で
、
も
う
１
つ
の
市
民
農

園
も
空
き
が
４
区
画
と
非
常
に
少
な

い
。
３
つ
の
市
民
農
園
は
古
賀
市
の
規

定
に
沿
っ
て
１
区
画
25
㎡
で
、
料
金
は

年
間
１
万
円
と
統
一
し
て
い
る
。
ま

た
、
グ
リ
ー
ン
こ
も
の
と
五
か
所
の
森

市
民
農
園
は
古
賀
市
民
だ
け
で
な
く
他

の
市
に
住
む
人
達
も
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

筆
者
は
、
2
0
1
5
年
６
月
に
グ

リ
ー
ン
こ
も
の
に
お
い
て
経
営
者
と
利

用
者
の
方
か
ら
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
実
施
し

た
。
グ
リ
ー
ン
こ
も
の
は
、
2
0
0
3

年
か
ら
市
民
農
園
を
始
め
て
お
り
、
土

地
を
借
り
る
人
は
グ
リ
ー
ン
こ
も
の
と

契
約
を
交
わ
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
契

約
書
に
は
全
部
で
13
条
ま
で
規
約
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
基
本
的
に
水
は
使
い

放
題
で
使
用
す
る
農
具
は
各
自
で
持
っ

て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
農
園
の

区
画
割
り
や
水
道
を
農
園
に
通
す
た
め

の
費
用
は
古
賀
市
か
ら
半
分
補
助
金
を

受
け
取
り
、
足
り
な
い
分
は
自
己
負
担

で
あ
っ
た
。
利
用
者
は
、
市
民
農
園
の

良
い
と
こ
ろ
は
「
お
金
を
払
っ
て
自
分

が
利
用
す
る
土
地
を
借
り
て
い
る
の
で

無
理
な
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
手
入
れ
を

で
き
る
」
と
こ
ろ
や
「
最
初
の
土
づ
く

り
は
大
変
で
あ
る
が
一
旦
土
が
出
来
上

が
っ
て
し
ま
え
ば
楽
に
な
り
、
収
穫
の

時
が
楽
し
い
」
と
こ
ろ
と
述
べ
て
い

た
。
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
際
に
収
穫
さ
れ
た

玉
ね
ぎ
を
い
た
だ
い
た
。
農
薬
を
使
わ

ず
育
て
た
玉
ね
ぎ
は
甘
く
て
商
品
と
し

て
売
っ
て
も
文
句
な
し
の
味
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
お
い
し
い
玉
ね
ぎ
を

育
て
る
に
は
多
少
土
や
野
菜
の
知
識
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

古
賀
市
に
あ
る
宮
地
岳
線
の
跡
地
は

3
万
4
0
5
0
ｍ
で
あ
る
。
現
在
、

古
賀
市
の
市
街
地
に
市
民
農
園
は
な

い
。
便
利
の
よ
い
と
こ
ろ
に
市
民
農
園

を
作
れ
ば
、
も
っ
と
市
民
農
園
を
気
軽

に
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
そ
こ
で
市
民
農
園
を
設
置
す
る
に

あ
た
り
宮
地
岳
線
の
中
で
も
試
験
的
に

需
要
の
あ
り
そ
う
な
場
所
に
作
っ
て
み

る
の
が
よ
い
。
そ
こ
で
筆
者
が
注
目
し

た
の
が
小
学
校
で
あ
る
。
市
民
農
園
が

小
学
校
付
近
に
で
き
れ
ば
小
学
校
に
通

う
児
童
が
授
業
の
一
環
で
こ
の
農
園
を

使
っ
て
体
験
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き

写真 7．左：古賀西小学校付近　右：花見小学校付近　（出所）筆者撮影。
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る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
土
曜
・
休
日
だ

け
で
な
く
平
日
に
も
市
民
農
園
に
人
々

が
集
う
こ
と
が
見
込
め
る
。
宮
地
岳
線

の
跡
地
付
近
に
は
古
賀
西
小
学
校
と
花

見
小
学
校
の
２
つ
が
あ
る
。
両
小
学
校

の
共
通
点
は
近
く
に
公
民
館
が
あ
る
た

め
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
て

い
る
点
も
有
利
で
あ
る
。
駐
車
場
が
あ

る
こ
と
で
近
く
の
住
民
だ
け
で
な
く
、

遠
く
に
住
む
人
達
も
市
民
農
園
を
借
り

や
す
く
な
る
。
ま
た
、
廃
線
跡
が
住
宅

地
に
沿
っ
て
あ
る
こ
と
で
、
市
民
農
園

に
し
た
時
に
近
く
の
住
民
と
コ
ミ
ュ

ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
場
所
に
な

り
、
い
ろ
ん
な
世
代
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
―
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
場
に
な
る
。

　

こ
の
２
つ
の
小
学
校
付
近
の
宮
地
岳

線
跡
地
う
ち
、
試
験
的
に
市
民
農
園
を

設
置
す
る
な
ら
ば
花
見
小
学
校
付
近
が

よ
い
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
第

１
に
、
花
見
小
学
校
付
近
で
は
宮
地
岳

線
跡
地
と
住
宅
の
段
差
が
な
い
こ
と
で

あ
る
。
宮
地
岳
線
沿
い
を
歩
い
て
み
る

と
線
路
と
道
路
の
段
差
が
大
き
い
と
こ

ろ
が
多
々
あ
り
、
市
民
農
園
を
段
差
が

あ
る
と
こ
ろ
に
設
置
す
れ
ば
、
段
差
を

取
り
除
く
作
業
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
所
が
多
く
、
費
用
が
か
か
る
。

第
２
に
、
花
見
小
学
校
付
近
で
は
す
で

に
雑
草
が
取
り
除
か
れ
て
い
る
箇
所
が

多
く
、
バ
ラ
ス
ト
も
撤
去
さ
れ
お
り
、

土
、
水
道
環
境
が
整
え
ば
す
ぐ
に
で
も

市
民
農
園
が
始
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
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る
か
ら
で
あ
る
。
第
３
に
、
花
見
小
学

校
付
近
と
古
賀
西
小
学
校
付
近
の
家
を

見
て
み
る
と
、
花
見
小
学
校
付
近
の
方

が
ア
パ
ー
ト
多
く
あ
る
た
め
自
宅
に
野

菜
や
花
を
育
て
る
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に

取
れ
な
い
人
が
自
宅
の
庭
に
行
く
感
覚

で
市
民
農
園
に
行
け
る
（
図
７
参
照
）。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
廃
線
跡
地
の
利
用
法

に
つ
い
て
は
、
廃
線
跡
地
が
ど
こ
に
位

置
し
て
い
る
か
な
ど
そ
の
地
域
に
あ
っ

た
跡
地
利
用
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

古
賀
市
は
農
業
が
盛
ん
な
市
で
あ

る
。
古
賀
市
に
あ
る
廃
線
跡
地
に
市
民

農
園
を
作
る
こ
と
で
、
農
業
に
つ
い
て

の
興
味
が
よ
り
一
層
市
民
に
広
が
る
可

能
性
が
あ
る
。
自
分
の
農
園
を
持
つ
こ

と
で
野
菜
に
興
味
を
持
ち
、
大
切
に
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
古

賀
市
に
は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
文

化
協
会
が
あ
り
、
日
本
舞
踊
や
ヨ
ガ
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
講
座
が
開
か
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
初
め
て
の
人
を
対
象
に
土

づ
く
り
、
野
菜
作
り
の
基
礎
講
座
を
開

講
す
れ
ば
、
初
め
て
の
人
で
も
安
心
し

て
市
民
農
園
を
利
用
で
き
る
。
ま
た
市

民
農
園
で
作
っ
た
野
菜
を
古
賀
市
に
あ

る
古
賀
市
農
産
物
販
売
所
の
コ
ス
モ
ス

広
場
や
、
K
‒1
グ
ラ
ン
プ
リ
に
販
売

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
市
民
農
園
を

借
り
て
い
る
人
が
野
菜
を
育
て
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
。

　

市
民
農
園
が
実
現
す
れ
ば
毎
日
世
代

を
超
え
た
人
々
が
集
い
合
う
場
に
も
な

る
で
あ
ろ
う
。
宮
地
岳
線
跡
地
を
市
民

農
園
に
す
る
こ
と
は
、
古
賀
市
あ
っ
た

跡
地
利
用
法
で
あ
る
と
提
言
し
た
い
。
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は
じ
め
に

　

本
報
告
は
、
日
本
の
有
人
離
島
の
地

域
再
生
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。
日
本
の
離
島
の
中
に
は
、
地
理
的

条
件
と
し
て
の
¹環
海
性
、
²隔
絶
性
、

³狭
小
性
と
い
う
条
件
不
利
地
域
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
観
光
地
と
し
て

成
り
立
っ
て
い
る
島
が
存
在
す
る
。

例
え
ば
、
魅
力
溢
れ
る
自
然
・
豊
か

な
食
材
を
満
喫
で
き
る
沖
縄
県
の
石

垣
島
や
2
0
1
5
年
に
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
長
崎
県
の
軍
艦

島
の
通
称
で
知
ら
れ
て
い
る
端
島
、

歴
史
的
背
景
に
加
え
宇
宙
セ
ン
タ
ー

の
設
立
に
よ
り
観
光
客
が
増
加
し
て

い
る
鹿
児
島
県
の
種
子
島
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
の
だ
が
、
本
報
告
で
は
、

特
に
観
光
地
化
が
難
し
い
高
齢
化
・

過
疎
化
し
た
有
人
離
島
の
地
域
再
生

に
着
目
す
る
。
現
在
、
有
人
離
島
に

は
、
本
土
へ
の
人
口
流
出
に
よ
る
人

口
減
少
、
財
政
基
盤
の
脆
弱
性
、
雇

用
の
場
の
減
少
な
ど
様
々
な
問
題
が

あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

消
し
て
い
く
た
め
に
重
要
性
が
高
い

も
の
は
、「
観
光
」
だ
と
考
え
る
。
先

の
例
に
挙
げ
た
よ
う
な
島
々
は
、
他

の
離
島
と
比
較
し
た
と
き
に
特
異
性

が
あ
る
た
め
、
観
光
客
を
誘
致
し
易

い
。
し
か
し
、
澄
み
切
っ
た
海
に
囲

ま
れ
て
い
た
り
、
豊
か
な
食
材
に
恵

ま
れ
て
い
た
り
、
重
要
文
化
財
が
あ

る
よ
う
な
離
島
に
お
い
て
観
光
地
と

究

発

表

論

文

研

内
田
康
貴*

U
C

H
ID

A
 Y

a
s

u
ta

k
a

有人離島における
観光について
 ―― ゼロからイチへ ――

し
て
の
好
条
件
を
有
し
て
い
る
島
々

は
一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
故
に
、

筆
者
は
低
迷
し
て
い
く
離
島
の
状
況

を
改
善
し
て
い
く
と
き
に
、
観
光
地

と
し
て
の
好
条
件
を
有
し
て
い
る
離

島
よ
り
も
、
離
島
へ
呼
び
込
む
た
め

の
特
異
的
な
「
観
光
」
と
い
う
手
段

を
持
た
な
い
有
人
離
島
の
地
域
再
生

に
最
も
着
目
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

考
え
た
。
離
島
の
観
光
に
関
す
る
先

行
研
究
は
菅
見
の
限
り
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　

神
田
［
2
0
1
2
］
は
与
論
島
の
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
岩

下
・
花
松
［
2
0
1
4
］
は
対
馬
の
観

光
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
山

内
［
2
0
0
7
］
は
、
海
士
町
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。

　

藤
野
・
高
橋
［
2
0
1
4
］
は
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
り
創
造
さ
れ
る
経
済
的

価
値
・
社
会
的
価
値
に
つ
い
て
提
言
し

て
い
る
が
、
島
民
の
意
志
・
意
向
に
つ
い

て
触
れ
て
い
な
い
。
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ

る
経
済
的
価
値
・
社
会
的
価
値
の
創
造

が
必
ず
し
も
有
人
離
島
の
地
域
再
生
に

お
い
て
成
功
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

湯
浅
・
大
西
・
崔
・［
2
0
1
4
］、

中
藤
［
2
0
1
4
］
は
、
過
疎
地
域

の
再
生
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
以

下
、Japan Tourist Bureau （
以
下
、

J
T
B
と
い
う
）
四
国
に
よ
る
離
島

の
地
域
再
生
へ
の
取
り
組
み
や
、
筆
者

が
現
地
調
査
を
実
施
し
た
佐
賀
県
唐
津

1.　四方を海に囲まれていること。
2.　かけ離れていること。遠く隔たっていること。
3.　狭くて小さいこと。

＊西南学院大学　三年
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市
の
神
集
島
の
取
り
組
み
を
事
例
と
し

て
用
い
、
観
光
地
化
が
難
し
い
高
齢

化
・
過
疎
化
し
た
有
人
離
島
の
地
域
再

生
に
お
け
る
観
光
の
意
義
を
考
察
す
る
。

１
章　
離
島
の
概
要
と
現
状

１
節　

離
島
の
概
要

　

湯
浅
・
大
西
・
崔 

［
2
0
1
4
］
に

よ
る
と
、
離
島
と
は
「
厳
し
い
自
然
的

条
件
（
環
海
性
、
隔
絶
性
、
狭
小
性

等
）
に
よ
り
、
本
土
と
の
格
差
が
大
き

く
、
多
く
の
面
で
後
進
性
を
有
し
て
い

る
」
地
域
で
あ
る
。
現
在
、
我
が
国

は
、
6
8
5
2
の
⁴島
嶼
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
。
本
州
、
四
国
、
九
州
、
北

海
道
、
沖
縄
本
島
を
除
く
6
8
4
7

島
が
離
島
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
4
2
1

島
が
有
人
離
島
で
6
4
2
6
島
が
無

人
離
島
で
あ
る
。

　

有
人
離
島
に
つ
い
て
国
土
交
通
省

都
市
・
地
域
整
備
局
離
島
振
興
課
に

よ
る
と
4
2
1
島
の
有
人
離
島
の
う

ち
、
離
島
振
興
法
に
よ
る
離
島
振
興

対
策
実
施
地
域
が
2
6
1
島
、
小
笠

原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
実
施

地
域
が
8
島
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置

法
実
施
地
域
が
39
島
あ
り
、
3
1
2

島
が
特
別
立
法
措
置
に
よ
る
適
用
を

受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
離
島
は
、

⁵
領
海
・
排
他
的
経
済
水
域
等
の
保

全
、
海
洋
資
源
の
利
用
、
多
様
な
文

化
の
継
承
、
自
然
環
境
の
保
全
と
自

然
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
機
会
の
提

供
、
食
料
の
安
定
的
な
供
給
等
、
我

が
国
及
び
国
民
の
利
益
の
保
護
及
び

増
進
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

図Ⅰ　日本の島嶼の構成

6,852
（全島嶼）

6,847
（離島）

305
（法対象）

113
（法対象外）

418
（有人島）

6,429
（無人島）

254
（離島振興法）

4
（小笠原諸島振興開発

特別措置法）

5（本州、北海道、四国、九州及び沖縄本島）

出典：平成 21 年度　国土交通省「離島の現状について」

51
（その他の法律）

39
（沖縄振興特別措置法）

8
（奄美群島振興開発

特別措置法）

4.　大小さまざまな島のこと。　

5.　�国連海洋法条約に基づいて設定される、天然資源及び自然エネルギーに関する「主権的権利」、
並びに人工島・施設の設置、環境保護・保全海洋科学調査に関する「管轄権」がおよぶ水域
のことを指す。
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2
節　

離
島
の
現
状

　

1
9
6
0
年
代
以
降
の
日
本
経
済

の
高
度
成
長
は
我
が
国
の
産
業
構
造
を

大
き
く
変
化
さ
せ
た
。
農
林
業
を
経
済

的
基
盤
と
す
る
地
方
で
は
労
働
力
が
都

市
へ
流
出
し
、
人
口
減
少
を
も
た
ら

し
、
経
済
的
格
差
が
広
が
っ
た
。
今

日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
各
地
域
、

国
民
生
活
に
ま
で
及
ん
で
様
々
な
面

で
格
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
影
響
は
、
本
土
と
離
れ
た
離
島
に
も

及
ん
で
い
る
。
本
土
で
の
職
や
快
適
な

生
活
を
求
め
、
島
か
ら
人
が
出
て
行

く
。
ま
た
、
高
齢
化
も
進
み
、
島
の
存

続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
島
も
存

在
す
る
。
離
島
統
計
年
報
に
よ
り
、

2
0
0
2
年
と
2
0
0
9
年
の
有
人

離
島
の
人
口
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ

の
7
年
間
で
約
4
万
3
0
0
0
人
も

減
少
し
て
い
る
。
7
年
間
で
約
4
万
人

も
有
人
離
島
の
人
口
が
減
少
し
て
い
く

の
だ
と
し
た
ら
、
1
0
0
年
後
に
は

離
島
に
住
む
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な

る
こ
と
に
な
る
。
我
々
は
、
こ
の
数
字

が
離
島
は
危
機
的
な
状
況
で
あ
る
と
示

し
て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
は
観
光
客
に
つ
い
て
述
べ
る
。
離

島
統
計
年
報
［
2
0
1
0
］
に
よ
る

と
、
1
年
間
で
最
も
多
く
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
の
は
、
香
川
県
で
あ
る
。
栗

林
公
園
や
金
比
羅
山
、
ア
ー
ト
島
で
注

目
を
集
め
る
小
豆
島
や
豊
島
が
有
名

で
、
1
年
間
を
通
し
て
安
定
し
て
観
光

客
が
訪
れ
る
。
次
い
で
、
沖
縄
県
、
鹿

児
島
県
、
長
崎
県
、
新
潟
県
の
順
で
あ

る
。
2
0
0
2
年
度
か
ら
2
0
0
9

年
度
の
離
島
全
体
の
観
光
客
数
は
、
約

1
5
1
0
万
人
か
ら
約
1
3
9
0
万

人
と
約
2
0
0
万
人
減
っ
て
い
る
。

離
島
の
人
口
と
違
い
、
離
島
へ
の
観
光

客
数
は
年
々
必
ず
減
少
し
て
い
く
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
離
島
へ
の
観

光
客
の
減
少
の
背
景
に
は
、
日
本
の
経

済
状
況
や
政
策
、
世
界
の
経
済
状
況
な

ど
様
々
な
こ
と
が
大
き
く
関
連
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
観
光
と
経
済
状
況
は
密

接
な
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
観
光
客

数
を
伸
ば
し
て
い
る
島
も
存
在
す
る
の

で
一
概
に
は
言
え
な
い
。

2
章　
小
さ
な
島
で
の

　
　
　
　
　
観
光
の
取
り
組
み

　

前
章
で
の
考
察
か
ら
、
離
島
の
人

口
・
観
光
客
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
で
は
、
こ
の
離

島
の
深
刻
な
状
況
を
改
善
し
て
い
く
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
筆
者
は
、
改
善
策
の
1
つ
と
し
て

観
光
地
化
さ
れ
に
く
い
高
齢
化
・
過
疎

化
し
た
離
島
も
し
く
は
い
ま
だ
観
光
地

化
さ
れ
て
い
な
い
離
島
を
観
光
地
化
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。
主
な
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
2
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
1

つ
は
、
島
の
活
性
化
に
よ
り
高
齢
化
・

表Ⅰ　人口及び世帯数

区分 単位
離　島 全　国 離　島  全　国

2002 年 2009 年 2002 年 2009 年 2002/2009 2002/2009
人口 人 736,145 692,752 126,925,843 127,767,994 94.1% 100.6%

世帯数 世帯 286,379 284,225 47,062,743 49,566,305  99.2% 105.3%

表Ⅱ　観光客数上位5県
都道府県 香川県 沖縄県 鹿児島県 長崎県 新潟県 離島全体

2003 3,070.3 千人 2,215.9 千人 1,881.2 千人 1,712.6 千人 864.0 千人 15,096.8 千人
2010 3,061.6 千人 2,940.6 千人 1,775.0 千人 1,114.9 千人 621.4 千人 13,857.5 千人

（注）1　離島の値は離島統計年報 [2003]、[2010] から抜粋し作成したもの

（注）1　離島の値は離島統計年報 [2003]、[2010] から抜粋し作成。
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過
疎
化
し
た
島
の
存
続
に
よ
り
よ
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
齢

化
・
過
疎
化
し
た
小
さ
な
島
を
観
光
地

化
す
る
こ
と
で
、
島
で
の
雇
用
の
場
の

増
加
や
島
へ
の
移
住
者
の
増
加
等
が
見

込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
う
１
つ

は
、
離
島
全
体
の
人
口
・
観
光
客
数
の

増
加
を
底
上
げ
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
島
で
の
観
光
地
化
が
成
功
し
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。
以
下
、
高
齢
化
・
過
疎
化
し
た
小

さ
な
島
で
の
観
光
地
化
の
事
例
と
し

て
、
神
集
島
と
前
島
を
事
例
と
し
て
挙

げ
る
。

1
節　

�

佐
賀
県
唐
津
市
神
集
島
の

観
光
政
策

　

観
光
地
化
さ
れ
に
く
い
高
齢
化
・
過

疎
化
し
た
有
人
離
島
の
地
域
再
生
に
お

け
る
観
光
の
事
例
と
し
て
、
筆
者
が
現

地
調
査
を
実
施
し
た
神
集
島
に
つ
い
て

述
べ
る
。
神
集
島
は
佐
賀
県
唐
津
市
の

北
西
部
沖
合
約
1
㎞
に
位
置
し
、
人
口

が
約
6
0
0
人
で
高
齢
化
が
進
む
過

疎
の
島
で
あ
る
。
交
通
手
段
は
、
本
土

と
の
間
を
約
10
分
で
結
ぶ
1
日
に
4
便

の
定
期
船
の
み
で
あ
る
。
神
集
島
を
本

報
告
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
主
な
理
由

は
2
つ
あ
る
。
第
一
に
、
高
齢
化
・
過

疎
化
し
て
い
た
神
集
島
に
、
九
州
大
学

の
大
学
院
生
が
地
域
再
生
を
目
的
と
し

1
年
間
移
住
し
、
現
地
調
査
を
行
う
九

州
唯
一
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

図 2　「島民と一緒に畑づくり」
（出典） 神集島 Facebook https://www.facebook.com/shimapic より引用
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方
に
感
想
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
「
暑
く
て

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
普
段
味
わ
う
こ
と

が
で
き
な
い
経
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
の
趣
旨
は
、
普
段
の
生
活
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
経
験
が

神
集
島
で
体
験
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、
神
集
島
で
最
も
人
気
が
あ

る
イ
ベ
ン
ト
は
、「
島
ピ
ク
ニ
ッ
ク
in

神
集
島
」
で
あ
る
。
2
0
1
5
年
7

月
18
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
島
ピ
ク

ニ
ッ
ク
で
は
、
2
0
0
名
以
上
の
方

が
県
内
外
か
ら
参
加
さ
れ
、
島
の
お
祭

り
に
、
ツ
ア
ー
や
遊
覧
船
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
、
海
釣
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　

一
人
2
0
0
0
円
の
日
帰
り
で
行

わ
れ
る
ツ
ア
ー
で
、
島
を
楽
し
む
豊
富

な
企
画
が
あ
る
。
そ
し
て
、
参
加
者
が

回
答
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
神
集
島

で
採
れ
る
食
材
を
主
に
使
っ
た
神
集
島

定
食
を
9
割
以
上
の
方
が
満
足
と
い
う

結
果
が
出
た
。

　

神
集
島
は
、
他
の
離
島
と
比
較
し
た

時
に
魅
力
溢
れ
る
自
然
や
歴
史
的
遺

産
、
豊
か
な
幸
と
い
っ
た
特
異
点
が
あ

る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
持
続
的
に
行
う
こ
と

で
神
集
島
へ
の
観
光
客
が
以
前
と
比
べ

増
加
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
佐

賀
新
聞
に
神
集
島
の
イ
ベ
ン
ト
「
島
ピ

ク
ニ
ッ
ク
in
神
集
島
」
が
掲
載
さ
れ
、

る
か
ら
で
あ
る
。
第
2
に
、
こ
の
九

州
大
学
の
大
学
院
生
を
中
心
にSocial 

N
etw
ork Service

（
以
下
、
S
N
S

と
い
う
）
等
で
情
報
発
信
を
島
外
へ
行

い
、
観
光
客
増
加
を
目
的
に
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
再
生

に
活
発
な
島
と
し
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

現
在
、
神
集
島
で
は
観
光
客
の
増
加

を
目
的
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
。
神
集
島
で
行
わ
れ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
島
に
あ
る
荒
地

だ
っ
た
場
所
を
島
民
達
と
一
緒
に
耕

し
、
畑
づ
く
り
を
す
る
「
島
民
と
一
緒

に
畑
づ
く
り
」
や
、
島
の
祭
り
に
ツ

ア
ー
や
遊
覧
船
、
レ
ン
タ
ル
釣
竿
、
レ

ン
タ
ル
自
転
車
、
島
の
新
し
い
お
土

産
な
ど
、
島
を
楽
し
む
企
画
「
島
ピ

ク
ニ
ッ
ク
in
神
集
島
」、
焼
き
物
づ
く

り
を
楽
し
む
「
土
掘
り
か
ら
体
験
‼　

神
集
島
焼
づ
く
り
」
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
筆
者
が
実
際
に
参
加
し

た
「
島
民
と
一
緒
に
畑
づ
く
り
」
に
関

し
て
述
べ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
島
外

か
ら
参
加
し
た
の
は
全
員
で
13
人
、
イ

ベ
ン
ト
の
内
容
と
し
て
は
午
前
中
2
時

間
、
午
後
2
時
間
、
島
民
と
協
力
し
て

畑
を
耕
す
も
の
で
あ
っ
た
。
お
昼
に

は
、
島
で
採
れ
る
じ
ゃ
が
い
も
、
に
ん

じ
ん
等
を
使
っ
た
カ
レ
ー
を
提
供
さ
れ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た

6. 『ガイアの夜明け』2015 年 6月 30日放送分を参照した。
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地
元
テ
レ
ビ
局
で
あ
る
佐
賀
テ
レ
ビ
で

は
神
集
島
の
特
集
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
次
回
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
恋
活
・
婚
活 

島
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」

と
い
う
企
画
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
注
目
を
集
め

て
い
る
。

2
節　�

⁶
岡
山
県
瀬
戸
内
市
前
島
の

観
光
政
策

　

観
光
地
化
さ
れ
に
く
い
高
齢
化
・
過

疎
化
し
た
有
人
離
島
の
地
域
再
生
に
お

け
る
観
光
の
事
例
と
し
て
、
岡
山
県
瀬

戸
内
市
の
前
島
を
挙
げ
る
。
前
島
は
、

人
口
1
8
7
人
、
高
齢
化
が
進
む
過

疎
の
島
で
あ
り
、
交
通
手
段
は
定
期
船

の
み
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
こ
の
高
齢
化
・
過
疎
化
し
た
前
島
が

観
光
を
通
し
て
地
域
再
生
を
図
ら
れ
た

の
か
。
そ
れ
は
、
J
T
B
の
「
名
も

な
き
島
に
人
を
呼
ぶ
」
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
、
新
た
な
ツ
ア
ー
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
名
も
な

き
島
に
人
を
呼
ぶ
た
め
に
最
も
重
要
と

な
る
の
が
、
そ
の
島
の
強
み
を
生
か
し

た
ツ
ア
ー
内
容
を
島
民
と
一
緒
に
考
え

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
第

1
歩
と
し
て
、
J
T
B
と
島
民
と
の

話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
島
民
に
前
島

の
強
み
と
弱
み
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
ず
は
島
民
と
と
も
に
、

前
島
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
て
い

く
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
出
て
き
た
強
み

図 2　「島ピクニック in 神集島」で行われた祭り
（出典）神集島 Facebook https://www.facebook.com/shimapic より引用
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図 4　　前島でのいかだ乗り体験
（出典）牛窓研修センター http://www.asoview.com/company/3000004086/ より引用

を
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
ツ
ア
ー
内
容
に
組
み
込
む
。

　

今
回
、
前
島
の
主
な
強
み
と
し
て
挙

が
っ
た
の
が
、
夕
日
、
い
か
だ
、
カ
ボ

チ
ャ
の
3
つ
で
あ
る
。
夕
日
は
、
日
本

の
夕
日
百
選
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
美
し
い

風
景
で
あ
り
、
穏
や
か
な
海
な
ら
で
は

の
い
か
だ
が
各
所
に
見
ら
れ
る
。
ま
た

気
候
を
生
か
し
、
十
分
な
甘
さ
を
引
き

出
す
こ
と
の
で
き
る
カ
ボ
チ
ャ
の
生
産

も
盛
ん
で
あ
る
。
以
上
の
強
み
を
生
か

し
て
、
1
泊
2
日
、
1
人
5
0
0
0

円
の
格
安
プ
ラ
ン
で
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
4
家
族
13
人
が

参
加
し
た
。
ツ
ア
ー
企
画
は
、
い
か
だ

乗
り
体
験
や
カ
ボ
チ
ャ
入
り
ぜ
ん
ざ
い

の
試
食
、
夕
日
の
眺
望
を
行
う
も
の
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
方
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
満
足
と
答
え
た
方
が

9
割
以
上
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
ツ
ア
ー
は
島
民
の
意
志
・
意
向
を

反
映
す
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
も
あ
っ

た
。
高
齢
化
・
過
疎
化
し
た
離
島
の
島

民
と
J
T
B
と
い
う
大
手
企
業
が
初
の

共
同
で
の
観
光
地
化
政
策
が
行
わ
れ
事

例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
前
島
で
は
、

「
前
島
で
自
然
探
索
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
＆

ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
体
験
‼　
ラ
ン
チ
付

き
1
日
プ
ラ
ン
」、「
前
島
で
海
辺
探
検

＆
マ
リ
ン
ク
ラ
フ
ト
体
験
‼　
ラ
ン
チ

付
き
1
日
プ
ラ
ン
」、「
ラ
ン
チ
付
き
‼　

磯
釣
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
釣
っ
た
魚
で

22



参考文献
・岩下明裕・花松泰倫　［2014］『国境の島・対馬の観光を創る』国境地域研究センター
・大西正志・崔 英靖・湯浅良雄　［2014］『地域創生学』晃洋書房
・神田孝治　［2012］ 『観光空間の生産と地理的想像力』ナカニシヤ出版
・財団法人　日本離島センター　［1985］『離島振興ハンドブック』大蔵省印刷局
・中藤康俊　［2014]『日本経済と過疎地域の再生』大学教育出版
・藤野公孝・高橋一夫　［2014 ］『CSV観光ビジネス地域とともに価値をつくる』
　学芸出版社
・山内道雄　［2007］『離島発　生き残るための10の戦略』生活人新書
・神集島 Facebook　https://www.facebook.com/shimapic　（Last Visited August30, 2015）
・国土交通省　http://www.mlit.go.jp/common/000190753.pdf（Last Visited August30, 2015）
・国土交通省　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/ritou_yuusiki/dai02/2.pdf（Last Visited August30, 2015）

魚
拓
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
」
な
ど
新

た
な
プ
ラ
ン
を
実
施
し
始
め
、
観
光

客
の
増
加
を
図
っ
て
い
る
。

終
わ
り
に

　

本
報
告
で
は
、
佐
賀
県
唐
津
市
の
神

集
島
と
岡
山
県
瀬
戸
内
市
の
前
島
で
行

わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
中
心
に
、
特

異
点
を
持
た
な
い
、
つ
ま
り
高
齢
化
・

過
疎
化
し
た
離
島
に
お
け
る
観
光
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
高
齢
化
・
過
疎
化
し

た
神
集
島
で
は
、
九
州
大
学
の
大
学
院

生
を
中
心
に
行
っ
た
「
島
ピ
ク
ニ
ッ
ク

in
神
集
島
」
に
2
0
0
人
も
参
加
者

が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
前
島
で
は
、

J
T
B
を
中
心
に
新
た
な
ツ
ア
ー
が

開
発
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
2
つ
の
島

に
と
っ
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
島
外
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
、
島
内
の
人

と
島
外
の
人
が
協
力
し
観
光
を
行
う
こ

と
で
よ
り
よ
い
も
の
が
で
き
る
。
島
内

の
人
し
か
見
え
な
い
島
の
魅
力
が
あ
る

よ
う
に
、
島
外
の
人
に
し
か
見
え
な
い

島
の
魅
力
も
あ
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、

他
の
離
島
と
比
較
し
た
と
き
に
特
異
点

が
な
い
離
島
の
観
光
を
行
う
際
に
か
な

り
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
事
例
で
挙
げ
た
2
つ
の
島
は
最

も
観
光
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
に
触
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
地
域
の
宝
と
な
る

原
石
と
い
う
の
は
ど
こ
に
で
も
存
在
す

る
。
し
か
し
、
他
に
は
な
い
独
自
の
も

の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
島
内
の
人
と

島
外
の
人
、
さ
ら
に
は
、
島
内
同
士
の

人
た
ち
が
1
つ
に
な
っ
て
観
光
を
行
っ

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
現
地
調

査
を
実
施
し
た
神
集
島
で
、
あ
る
老

人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。「
今
、
神

集
島
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
不
満
、
意
見
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
」
と
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
ま
っ
た
く
不
満
な
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
何
も

で
き
な
い
自
分
が
申
し
訳
な
い
く
ら
い

で
す
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
観
光
に

お
い
て
最
も
重
要
な
住
民
の
意
思
・
意

向
が
神
集
島
に
は
あ
り
、
理
想
的
な
観

光
政
策
を
行
っ
て
い
た
。
高
齢
化
・
過

疎
化
し
た
離
島
に
お
い
て
島
民
の
意

思
・
意
向
の
添
っ
た
観
光
を
ま
ず
は
小

さ
く
て
も
行
う
こ
と
で
あ
る
。
積
み
重

な
っ
て
い
く
に
連
れ
て
や
が
て
大
き
な

も
の
へ
と
な
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
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山
中
鹿
次*

Y
A

M
A

N
A

K
A

 S
h

ik
a

ts
u

g
u

抄　
録

　

日
本
各
地
で
世
界
遺
産
登
録
や
、
埋

蔵
文
化
財
の
遺
物
の
増
加
が
相
次
ぎ
、

そ
れ
を
展
示
す
る
博
物
館
の
役
割
が
高

ま
っ
て
い
る
。
近
年
は
新
築
さ
れ
た
九

州
国
立
博
物
館
や
、
島
根
県
立
古
代
出

雲
歴
史
博
物
館
の
盛
況
の
一
方
で
、
一

部
、
閉
館
や
休
館
に
追
い
込
ま
れ
る
博

物
館
も
あ
る
。
博
物
館
が
観
光
：
集
客

を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一

方
で
観
光
や
集
客
を
重
視
し
す
ぎ
る

と
、
教
育
や
研
究
目
的
で
の
来
館
が
減

り
、
繰
り
返
し
来
館
す
る
入
場
者
が
減

り
、
観
光
、
集
客
に
も
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
側
面
も
懸
念
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
博
物
館
、
と
く
に
歴
史

系
博
物
館
の
観
光
の
現
状
と
課
題
、
今

後
へ
の
提
言
を
報
告
す
る
。

博物館観光の現状と課題

究

発

表

ノ

ー

ト

研

＊ＮＰＯ法人近畿地域活性ネットワーク代表

 ―― 歴史系博物館を中心にして  ――

１　
は
じ
め
に

　

日
本
国
内
で
の
世
界
遺
産
指
定
地
の

増
加
や
、
長
年
続
い
て
い
る
埋
蔵
文
化

財
の
発
掘
調
査
の
遺
物
の
増
加
。
あ
る

い
は
電
化
製
品
の
普
及
時
期
の
展
示
な

ど
、
博
物
館
、
特
に
歴
史
展
示
を
中
心

と
し
た
博
物
館
の
新
設
が
近
年
相
次
い

で
い
る
。

　

ま
た
今
世
紀
に
入
り
、
日
本
国
内
で

の
博
物
館
事
情
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
い
、
展
示
の
進
歩
や
、

社
会
全
体
の
意
識
が
公
共
施
設
の
サ
ー

ビ
ス
や
採
算
性
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

り
、
博
物
館
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
、
教

育
、
研
究
か
ら
観
光
拠
点
と
し
て
の
機

能
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
そ
の
こ
と
が
博
物
館
本
来
の
目
的

を
逸
脱
し
、
逆
に
リ
ピ
ー
タ
ー
入
館
者

を
減
ら
す
結
果
も
危
惧
さ
れ
る
。

　

昨
今
の
注
目
す
べ
き
博
物
館
を
歴
史

系
を
中
心
に
紹
介
し
、
観
光
と
博
物
館

に
つ
い
て
報
告
：
問
題
提
起
を
行
う
も

の
と
す
る
。

2　

�

平
成
時
代
以
降
に
新
設
博
物
館

と
そ
の
成
功
事
例

　

時
代
が
平
成
に
突
入
し
て
か
ら
、
全

国
の
大
都
市
が
市
制
施
行
1
0
0
周

年
、
バ
ブ
ル
経
済
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

以
後
の
公
共
施
設
の
営
利
性
追
求
の
流

れ
の
中
で
、
各
地
に
大
規
模
博
物
館
が
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（写真 1）九州国立博物館

新
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
物
と
観

光
振
興
で
の
成
功
例
を
報
告
す
る
。

　

2
0
0
5
年
10
月
に
開
館
し
た
九

州
国
立
博
物
館
［w

w
w
.kyuhaku.

jp/

］
は
開
館
７
年
で
入
場
者
が

1
0
0
0
万
人
を
突
破
し
て
い
る
（
写

真
1
）。

　

こ
の
博
物
館
は
菅
原
道
真
を
祀
る
太

宰
府
天
満
宮
に
隣
接
し
、
西
鉄
太
宰
府

駅
か
ら
徒
歩
５
分
程
度
で
行
け
る
好
立

地
に
あ
る
。

　

ま
た
有
名
神
社
に
隣
接
し
て
る
博
物

館
に
、
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
［http://w

w
w
.izum

ed.jp

］
が
あ

る
（
写
真
2
）。

　

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
も
開
館
し
7

年
5
カ
月
で
来
館
者
が
2
5
0
万
人

を
突
破
し
、
九
州
国
立
博
物
館
の
よ
う

に
、
人
口
約
1
5
0
万
人
を
超
え
る
政

令
市
の
福
岡
市
の
よ
う
な
大
都
市
が
近

郊
に
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
非
常

に
多
い
来
館
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
市
街
地
に
立
地
す
る
新
し
い

博
物
館
と
し
て
、
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
が
注
目
で
き
る
［http://w

w
w
.

nm
hc.jp/

］。

　

こ
の
博
物
館
の
場
合
、
年
間
60
万
人

を
超
え
る
来
館
者
が
あ
る
が
、
夏
場
の

日
没
が
遅
い
時
期
は
午
後
6
時
以
降
も

開
館
し
て
い
た
り
、
修
学
旅
行
客
が
被

爆
地
や
天
主
堂
を
訪
れ
る
前
に
来
館
し

や
す
い
よ
う
に
、
午
前
8
時
半
か
ら
開

館
し
て
い
る
。

（写真 2）古代出雲歴史博物館（写真 3）出雲大社
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3　

�

触
れ
る
展
示
と

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
増
加

　

最
近
の
博
物
館
の
動
向
で
増
え
て
い

る
の
は
、
触
れ
る
展
示
と
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
増
加
が
あ
る
。

　

昨
年
2
0
1
4
年
7
月
、
日
本

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
：
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学

会
や
全
日
本
博
物
館
学
会
の
研
究
会
が

開
催
さ
れ
た
吹
田
市
立
博
物
館
が
触

れ
る
展
示
を
重
視
し
て
い
る
［w

w
w
.

suita.ed.jp/haku/

］。

　

こ
の
博
物
館
の
立
地
す
る
吹
田
市

が
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
や
、

1
9
7
0
年
度
の
大
阪
万
博
の
会
場

の
地
で
あ
り
、
大
都
市
近
郊
で
竹
藪
と

農
村
か
ら
住
宅
地
へ
の
変
貌
も
著
し

か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
写
真
に
写
る
子

ど
も
ら
の
祖
父
：
祖
母
ら
が
子
ど
も
の

頃
に
電
話
や
電
動
ミ
シ
ン
が
急
速
に
普

及
し
た
時
期
で
、
そ
の
初
期
の
製
品
が

非
常
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
そ
そ
る
た

め
、
家
族
連
れ
や
孫
を
連
れ
た
高
齢
者

に
も
好
評
で
あ
る
（
写
真
5
）。

　

ま
た
博
物
館
で
近
年
増
え
て
い
る
の

は
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
代
表

的
な
博
物
館
と
し
て
兵
庫
県
立
考
古
博

物
館
が
あ
げ
ら
れ
る
［w

w
w
.hyogo-

koukohaku.jp/

］。

  

こ
の
博
物
館
で
は
（
写
真
6
、
疑
似

発
掘
調
査
現
場
で
、
小
型
ス
コ
ッ
プ
や

測
量
道
具
を
用
い
て
、
実
際
の
発
掘
調

査
現
場
で
の
発
掘
の
様
子
を
体
験
で
き

る
）、
開
館
当
時
か
ら
一
方
的
に
見
る

だ
け
で
な
く
、
見
学
者
が
い
ろ
い
ろ
参

加
で
き
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
勾
玉
作

り
や
土
器
の
焼
成
体
験
な
ど
様
々
な
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

但
し
、
吹
田
市
立
博
物
館
で
の
研
究

会
で
の
意
見
や
、
博
物
館
、
文
化
財
関

係
者
と
の
意
見
交
換
で
も
、
美
術
系
の

学
芸
員
の
場
合
は
、
絵
画
や
彫
刻
の
よ

う
に
有
名
人
が
創
作
し
、
手
に
触
れ
な

い
こ
と
を
前
提
に
し
飾
る
も
の
の
、
そ

れ
を
一
般
の
方
が
触
れ
る
こ
と
を
前
提

に
し
て
い
な
い
た
め
、
実
際
に
触
れ
る

こ
と
に
抵
抗
感
を
感
じ
る
ケ
ー
ス
は
多

い
よ
う
で
あ
る
。

　

だ
が
毎
年
増
加
す
る
遺
跡
か
ら
の
出

土
遺
物
で
割
れ
た
埴
輪
の
破
片
な
ど
復

元
に
は
至
ら
な
い
遺
物
で
も
、
実
際
の

遺
物
に
触
れ
る
こ
と
の
満
足
感
は
大
き

く
、
レ
プ
リ
カ
を
含
め
、
触
れ
る
展
示

と
実
際
に
当
時
の
土
器
な
ど
作
成
す
る

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
教
育
的
見
地
と

観
光
振
興
の
両
面
か
ら
増
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（写真 4）研究会プログラム（写真 5）昭和の時代に家庭で使われた電化製品などの触る展示
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4　
博
物
館
観
光
の
困
難
要
因

　

博
物
館
観
光
に
於
い
て
最
も
困
難
な

要
因
が
、
博
物
館
の
立
地
が
設
置
の
趣

旨
か
ら
、
関
連
す
る
遺
跡
に
隣
接
し
て

建
設
さ
れ
た
場
合
、
来
館
者
が
伸
び
悩

む
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

奈
良
県
五
條
市
の
五
條
文
化
博
物
館

は
、
金
剛
山
麓
の
風
光
明
媚
な
場
所

に
あ
る
が
、
五
条
駅
か
ら
片
道
4
㎞

離
れ
、
近
く
に
行
く
路
線
バ
ス
も
な

い
た
め
1
9
9
5
年
の
開
館
時
に
は

年
間
2
万
人
の
入
場
者
が
、
年
間
入

場
者
は
近
年
5
千
人
程
度
に
落
ち
込

み
、
2
0
0
9
年
4
月
か
ら
2
年
間

休
館
し
、
地
元
団
体
の
管
理
［http://

w
w
w
.gojobaum

.jp/

］
で
再
開
に

至
っ
て
い
る
。

  

ま
た
や
は
り
近
所
に
駅
が
な
い
こ
と

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
博
物
館
と
し

て
、
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
が

あ
る
［w

w
w
.chikatsu-asuka.jp/

］　

（
写
真
7 

：
1
9
9
4
年
の
開
館
年
度

は
26
万
人
を
超
す
入
場
者
が
あ
っ
た

が
、
以
後
は
年
々
参
加
者
が
減
少
し
、

2
0
0
0
年
頃
か
ら
年
平
均
10
万
前

後
の
入
場
者
で
推
移
し
て
い
る
）。

　

こ
の
博
物
館
は
世
界
的
建
築
家
の
安

藤
忠
雄
氏
の
設
計
で
、
大
阪
の
古
墳
に

関
す
る
展
示
を
中
心
に
行
い
、
国
史
跡

の
古
墳
群
を
整
備
し
た
風
土
記
の
丘
公

園
の
中
に
あ
る
。

　

公
園
と
の
一
体
性
や
展
示
意
図
か
ら

す
る
と
、
い
い
立
地
と
言
え
る
が
近
く

に
最
寄
駅
が
な
く
、
路
線
バ
ス
の
利
用

か
車
で
の
来
館
と
な
る
。

　

古
墳
時
代
に
大
き
な
関
心
が
あ
れ

ば
と
も
か
く
、
少
し
見
に
行
っ
て
み

よ
う
か
と
い
う
程
度
の
人
な
ど
、
来

館
し
た
い
意
欲
を
削
い
で
い
る
の
が

実
情
で
あ
る
。

5　

�

採
算
性
重
視
：
類
似
施
設
の
近

接
問
題
：
博
物
館
観
光
の
今
後

へ
の
提
言

　

博
物
館
観
光
を
考
慮
す
る
場
合
、
採

算
性
重
視
主
義
が
観
光
振
興
を
考
慮
す

る
場
合
、
大
き
な
課
題
と
な
る
。
ま
た

類
似
施
設
の
近
接
を
ど
う
考
え
る
か
も

大
き
な
課
題
と
な
る
。

　

2
0
0
8
年
に
就
任
し
た
橋
下
徹

府
知
事
の
方
針
で
、
赤
字
の
公
共
施
設

の
売
却
方
針
が
検
討
さ
れ
、
和
泉
市

に
あ
る
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館

［w
w
w
.kanku-city.or.jp/yayoi/

］

（
写
真
8
）
も
そ
の
候
補
に
な
っ
た
。

　

反
対
署
名
活
動
な
ど
で
な
ん
と
か
阻

止
で
き
た
も
の
の
、
経
費
に
対
し
て
入

場
料
収
入
の
方
が
少
な
い
と
い
う
論
法

と
、
考
古
遺
物
を
展
示
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
近
つ
飛
鳥
博
物
館
が
あ
れ
ば
と
い

う
論
法
で
あ
る
。

　

弥
生
文
化
博
物
館
は
和
泉
市
、
泉
大

津
市
に
ま
た
が
る
弥
生
時
代
の
国
史
跡

の
池
上
曽
根
遺
跡
に
隣
接
し
、
歴
史
に

（写真 6）発掘体験ゾーン

（写真 7）正面から見た近つ飛鳥博物館

（写真 8）
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か
な
り
興
味
関
心
が
あ
り
、
旧
国
名
で

言
え
ば
近
つ
飛
鳥
は
河
内
、
弥
生
文
化

博
物
館
は
和
泉
に
な
る
の
で
、
行
政
改

革
の
観
点
で
言
え
ば
、
類
似
施
設
と
な

る
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り
や
す
い
文

化
財
職
員
や
歴
史
愛
好
家
に
と
っ
て
は

別
の
施
設
で
あ
る
。

　

観
光
振
興
を
考
え
た
時
に
も
、
採

算
性
重
視
主
義
や
近
接
を
理
由
に
方

一
方
を
閉
じ
る
こ
と
は
得
策
と
は
言

い
難
い
。
た
と
え
ば
奈
良
県
橿
原
市

に
は
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

付
属
博
物
館
［w

w
w
.kashikoken.

jp/m
useum

/

］
か
ら
約
2
㎞
南
東

に
橿
原
市
立
の
橿
原
市
博
物
館
が

2
0
1
4
年
4
月
に
開
館
し
て
る

［http://w
w
w
.city.kashihara.nara.

jp/hakubutukan.

］。

　

し
か
し
後
で
出
来
た
橿
原
市
博
物
館

は
国
史
跡
の
新
沢
千
塚
古
墳
群
に
隣
接

し
、
江
戸
時
代
の
今
井
町
の
展
示
解
説

な
ど
、
橿
原
市
内
の
展
示
が
主
体
で
、

奈
良
県
の
よ
う
な
歴
史
資
産
が
豊
富
な

地
域
で
あ
れ
ば
、
行
政
効
率
で
の
「
ム

ダ
」
で
は
な
く
、
複
数
で
観
光
振
興
と

教
育
面
か
ら
補
完
し
な
が
ら
充
実
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
、
関
西
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ぐ
る
っ
と
パ
ス
［http://w

w
w
w
.

m
useum

-cafe.com
/gruttokansai

］

と
よ
ば
れ
る
50
以
上
の
博
物
館
：
美
術

館
に
割
引
入
場
で
き
る
パ
ス
が
発
行
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
四
国
：
東
北
と

い
っ
た
単
位
で
こ
の
よ
う
な
パ
ス
の
発

行
を
提
案
し
た
い
。

参考文献
上記に示した関連ホームページ、2008年発行、和泉書院『関西
を創造する』宇野隆夫「考古博物館の将来像」2014年、全日本
博物館学会他「これからの博物館を問う」プログラムなど。

（写真 9）橿原市博物館全景 （写真 10）橿原考古学研究所付属博物館館内
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ッ

セ

イ

エ

K O B A T A  M a s a t o m i

　本書の構成は、次のとおりであ
る。はじめに／目次／第 1 章　マ
ヤ文明とは何か／第 2 章　マヤ
遺跡を掘る／第 3 章　諸王、女王、
貴族たち／第 4 章　農民の暮ら
し／第 5 章　宮廷の日常生活を
復元する――アグアテカ遺跡／第
6 章　マヤ文明の盛衰は語る／あ
とがき。かくして、本書は考古学
の観点に基づき、マヤ文明の背景
を叙述しつつ、生活誌の歴史的実
像について要領よく説明するが、
入門書の性格上、一般読者に配慮
する必要があり、綿密な注は付さ
れず、参考文献や図版を含めた、
学術的な議論も制限されている。
だから本稿が留意するのは、難解
な専門知識に寄り添い、晦渋な文
章を書くことより、むしろ歴史学
界の趨勢を踏まえ、啓蒙的な狙い
も付けて、マヤ文明と高校世界史
の混成軌道を描く試みであると思
う［青山和夫（2013）『古代アメ
リカ』第 16 号、85 ‒100 頁を参
照］。
　ここで特筆したいのは、宗教を
通して農民が象徴化した「神聖王」
の威信に他ならず、とりわけ、チ

チェン・イツァにおける雨と稲妻
の神チャーク（チャック）をめぐ
る逸話は、テレビアニメ『ゲゲゲ
の鬼太郎（第 2 期）』第 44 話（水
木しげる原作／ 1972 年 9 月 21
日放送）などを通じ、日本人にも
よく知られている。むろん、最近
の研究に照らしてみれば、雨乞い
のため、「多くの処女が天然井戸・
泉（セノーテ）へ生け贄に投じら
れた」（下線筆者）との説は誇張
に過ぎず、チチェン・イツァの儀
礼に際し、主に供物を捧げた可能
性が推定されている。しかし、今
日的課題として、自他を繋ぐ教養
たる高校世界史の円滑な教授法を
考案するなら、民俗学の〈雨乞い
地蔵〉の事例を比較検討するとき、
生徒たちの間に浸透したポップカ
ルチャーとの接点を探し、多様か
つ効果的な媒体が駆使されて然る
べきであり、対話型教育の現場に
生きる高校教師たちの流儀および
時代感覚、すなわち、彼らの人格
と史眼を横断的な「歴史理論」へ
組み込むことによって、遠い外国
に住む日本人が身を挺し、遠い昔
のマヤ文明を学ぶ気持も、若く進

歩的な立場から湧出するはずだ。
　興味深いことに、古典期のマヤ
文字はピラミッドを「ウィツ（山）」
と呼び、当時の人々が顕わす「山
信仰」を表現しているが、それは
まさしく、日本人の心境に脈々と
受け継がれた、荘厳な〈神殿〉に
相当する富士山への想いに共鳴を
示すものであり、過去と現在のパー
トナーシップ――双方の連続性を
理解する道標になるだろう［小松
左京（1967）『神への長い道』を
参照］。したがって、本書が随所に、
マヤ文明の本質的な身体論を「現
在進行形の生きている文化伝統」
の見地で解明しようと布石を打っ
たことは注目に値する。なぜなら、
細分され煩瑣な場に変化した、歴
史という密林の奥へ分け入ること
を躊躇し、我々はとかく洞ヶ峠的
状態に陥るけれど、本書が凝視す
る地平と同じく、ものがたり観光
行動学会も、安易な「謎と神秘」
の捏造・再生産とその消費傾向を
固く戒めてきたからである。

青山和夫（2012）
『マヤ文明 ―密林に栄えた石器文化―』
岩波新書を読む

古  畑  正  富
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本
稿
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
政

策
の
効
果
の
一
つ
と
し
て
、「
ふ
る
さ

と
納
税
」
先
地
方
へ
の
も
の
が
た
り
観

光
促
進
の
効
果
を
考
察
す
る
。
本
来
は

任
意
の
地
方
自
治
体
へ
の
寄
付
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
は
「
返
礼

品
」
が
存
在
す
る
が
、
た
い
て
い
の
地

方
自
治
体
は
、
地
域
経
済
促
進
と
い
う

理
由
も
あ
り
、
地
元
産
品
を
返
礼
品
と

し
て
贈
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
地

域
で
は
入
手
が
容
易
な
も
の
で
あ
る

が
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
者
の
都
市
民

に
と
っ
て
は
、
入
手
が
困
難
、
も
し
く

は
都
市
で
は
高
価
な
も
の
で
あ
り
、

あ
り
が
た
が
ら
れ
る
。「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
主
に
節
税
策
や
返
礼
品
目
当

て
で
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
返
礼
品
が
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
者
の
期
待
を
上
回

る
も
の
で
あ
れ
ば
、「
納
税
」
者
で
あ

る
都
市
民
は
そ
の
地
域
へ
の
魅
力
を
感

じ
る
。
都
市
生
活
の
な
か
で
、
こ
れ
ま

で
無
関
心
で
あ
っ
た
地
域
か
ら
魅
力
的

な
返
礼
品
が
届
く
と
、
そ
の
地
域
が
都

市
民
の
意
識
下
へ
入
り
興
味
関
心
が
わ

く
。
返
礼
品
は
、
地
域
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の

地
域
の
「
も
の
が
た
り
」
の
メ
デ
ィ

ア
（
媒
体
）
と
な
り
、
都
市
民
の
観
光

行
動
を
誘
発
す
る
。
加
え
て
、
そ
の
地

域
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
再

度
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
や
、
取
り
寄

「ふるさと納税」政策による
ものがたり観光促進
Promoting Narrat ive Tour ism By Using “Hometown Tax” Pol ic ies

せ
注
文
を
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
も
高

い
。
し
た
が
っ
て
、「
も
の
が
た
り
」

の
あ
る
返
礼
品
を
地
方
が
用
意
す
れ

ば
、
そ
れ
は
も
の
が
た
り
観
光
行
動
を

誘
発
し
、
結
果
と
し
て
地
域
活
性
に
大

い
に
役
立
つ
。

１
．「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
何
か

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
根
拠
法
は
、
地

方
税
法
37
条（
寄
付
金
控
除
）
の
2
ｉ
で

示
さ
れ
て
い
る
、「
道
府
県
は
、
所
得

割
の
納
税
義
務
者
が
、
前
年
中
に
次
に

掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
、
当
該
寄
附

金
の
額
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
前

年
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及

び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
の
百
分

の
30
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
場

合
に
は
、
当
該
1
0
0
分
の
30
に
相

当
す
る
金
額
）
が
2
0
0
0
円
を
超

え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
金
額

の
1
0
0
分
の
4
に
相
当
す
る
金
額

（
当
該
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
第
一

号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
、
当
該

寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が
2
0
0
0

円
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
1
0
0
分
の
4
に
相
当
す
る
金
額

に
特
例
控
除
額
を
加
算
し
た
金
額
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
額
」
と
い

う
。）
を
そ
の
者
の
第
35
条
及
び
前
条

の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の

額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
控
除
額
が
当
該

＊熊本学園大学商学部ホスピタリティ・マネジメント学科特任講師ｉ  「個人の道府県民税」の第一目、「課税標準及び税率」の項目の一つ。
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所
得
割
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該

控
除
額
は
、
当
該
所
得
割
の
額
に
相

当
す
る
金
額
と
す
る
。」
か
ら
来
て
い

る
。
法
律
用
語
な
の
で
非
常
に
難
解
で

あ
る
が
、
要
約
す
る
と
、
納
税
者
自
身

の
住
む
ⅱ
地
方
自
治
体
以
外
の
地
方
自

治
体
に
、「
寄
付
」
を
行
う
と
、
自
身

の
地
方
税
の
一
部
か
ら
寄
付
金
控
除
を

受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

実
際
は
「
寄
付
」
で
あ
り
「
寄
付
金
控

除
」
な
の
だ
が
、
あ
た
か
も
、
他
地
方

に
「
納
税
」
し
て
そ
の
代
り
に
自
身
の

住
む
地
方
の
地
方
税
を
減
額
し
て
も
ら

う
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
と
い
う
、
よ
く
言
え
ば
わ

か
り
や
す
い
、
悪
く
言
え
ば
あ
い
ま
い

な
表
現
で
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
ⅲ
。

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
呼
称
を

用
い
て
い
る
が
、
生
ま
れ
故
郷
や
過
去

に
住
民
票
住
所
を
置
い
て
い
た
地
方
以

外
で
あ
っ
て
も
、
寄
付
先
の
自
治
体

は
、
自
身
の
自
由
に
選
択
で
き
る
。

　

こ
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
こ
れ

ま
で
（
平
成
26
年
度
ま
で
）
は
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
必
ず
確
定
申
告
が

必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
年
度
、

平
成
27
年
度
か
ら
、
さ
ら
に
手
続
き
が

簡
略
化
さ
れ
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
確
定
申
告
な
し
で
自
身
の
地
方
税
か

ら
減
額
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

条
件
は
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
主
に
納
税
額
の
少

な
い
人
々
を
対
象
に
し
て
お
り
、「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
裾
野
は
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
も
の
と
想
定
で
き
る
。

　

こ
の
制
度
の
平
成
26
年
度
の
適
用
者

数
は
13
万
3
9
2
8
人
、
寄
付
総
額

は
1
4
1
8
万
9
3
4
5
円
で
、
控

除
総
額
は
6
0
6
万
2
4
3
9
円
で

あ
る
。
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
21
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
は
、
適
用
者
数

は
約
3
万
人
台
で
大
き
な
増
加
は
な

か
っ
た
が
、
平
成
24
年
度
に
約
74
万
人

と
急
増
す
る
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
へ
の
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
が
急
増
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
後
、
平
成
25
年
度
は
約
10
万
人
に

戻
っ
て
い
る
。

２
．「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
現
実

　

前
章
の
最
後
で
は
、
東
日
本
大
震
災

後
の
寄
付
支
援
が
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
い
う
形
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

制
度
の
知
名
度
を
上
げ
た
の
は
、「
寄

付
」
し
た
自
治
体
か
ら
送
ら
れ
る
、「
返

礼
品
」
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
海
岸
部
の

自
治
体
か
ら
は
海
の
幸
、
山
間
部
の
自

治
体
か
ら
は
山
の
幸
や
地
酒
、
酪
農
中

心
の
地
域
か
ら
は
肉
類
や
乳
製
品
、
果

物
の
と
れ
る
地
域
か
ら
は
そ
の
果
物
や

ゼ
リ
ー
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
加
工
品
、
さ

ら
に
は
、
精
密
機
械
工
場
の
あ
る
地
域

か
ら
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
ま
で
、

多
種
多
様
な
返
礼
品
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
返
礼
品
目
当
て
の
「
寄
付
」
が
行

わ
れ
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
危
惧
す
る
声
も
挙

が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
西
村
貢
岐
阜

大
学
教
授
は
、
平
成
27
年
6
月
27
日
付

の
毎
日
新
聞
愛
知
地
方
版
で
、「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
「
画
期
的
な
制
度
で
あ

る
が
、
自
治
体
の
『
ふ
る
さ
と
納
税
集

金
合
戦
』
に
な
っ
て
お
り
、
意
義
を
忘

れ
か
け
て
い
る
」（
一
部
要
約
）
と
論

じ
て
い
る
。

　

実
際
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
で
調
べ
て
み
る

と
、
沿
岸
部
で
も
な
い
し
加
工
工
場
が

あ
る
と
も
思
え
な
い
自
治
体
が
、
返
礼

品
と
し
て
ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
を
出
し

て
い
る
ⅳ
な
ど
、
そ
の
地
方
と
は
全
く

無
関
係
の
「
不
自
然
な
」
返
礼
品
を
出

し
て
い
る
自
治
体
も
複
数
存
在
し
て
い

る
。「
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
上
で
は
、
返
礼
希
望
品
に
「
ス

モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン
」
や
、
あ
る
い
は

「
海
産
物
」
と
入
力
す
る
と
、
そ
の
市

町
村
も
リ
ス
ト
に
上
が
る
た
め
、
少
し

は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
期
待
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
手
続
き
簡
略

化
に
伴
い
、
換
金
性
が
高
い
と
総
務
省

が
判
断
し
た
返
礼
品
に
対
し
て
は
、
行

政
か
ら
の
指
導
が
入
る
よ
う
に
な
り
、

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

図
書
カ
ー
ド
や
宝
く
じ
、
あ
る
い
は

T
ポ
イ
ン
ト
や
D
M
M
ポ
イ
ン
ト
、

ⅲそのため、「ふるさと寄付金」という表現を用いている文献やホームページ等もある。
ⅳ �これは和歌山県高野町のケースだが、決して高野町に限ったことではない。

31



純
金
製
の
手
裏
剣
な
ど
が
そ
の
対
象
と

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
返
礼
品
は
、
地
域

性
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、
換
金
性
の

高
さ
で
指
導
が
入
っ
た
。
例
え
ば
、
金

の
手
裏
剣
は
、
忍
者
の
里
と
し
て
知
ら

れ
る
三
重
県
伊
賀
市
の
返
礼
品
で
あ
る

し
、
D
M
M
ポ
イ
ン
ト
は
今
日
で
は

多
角
企
業
と
化
し
た
D
M
M
社
の
創

業
の
地
で
あ
る
石
川
県
加
賀
市
の
返
礼

品
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
今
の
と
こ

ろ
（
平
成
27
年
7
月
現
在
）
で
は
あ
る

が
、
一
見
す
る
と
換
金
性
が
高
そ
う
で

も
、
地
元
（
寄
付
先
）
へ
の
寄
与
が
大

き
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
返
礼
品

に
関
し
て
は
、「
お
目
こ
ぼ
し
」
が
許

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
典
型
的
な
も
の

は
、
地
元
商
店
街
で
使
え
る
商
品
券
の

類
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
例
え
ば
、
両
親

が
住
ん
で
い
る
自
治
体
へ
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
行
い
、
返
礼
品
と
し
て
地
域

商
品
券
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
両
親
へ

送
れ
ば
、
送
金
と
し
て
十
全
に
機
能
す

る
ⅴ
。
ま
た
、
L
C
C
の
ピ
ー
チ
航
空

（peach

）
の
本
拠
地
で
あ
る
関
西
国

際
空
港
や
、
そ
の
就
航
地
の
空
港
周
辺

の
自
治
体
ⅵ
が
、
ピ
ー
チ
の
航
空
券
支

払
い
に
利
用
で
き
る
ピ
ー
チ
ポ
イ
ン
ト

を
返
礼
品
に
す
る
の
も
、
今
の
と
こ
ろ

は
問
題
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
同
様
の
制
度
は
ス
タ
ー
フ
ラ
イ

ヤ
ー
航
空
ⅶ
で
も
存
在
す
る
。

　

さ
て
、
筆
者
は
、
本
年
3
月
、
実
験

的
に
島
根
県
某
市
へ
、「
ふ
る
さ
と
納

税
」
を
1
万
円
試
み
て
み
た
。
こ
の
某

市
は
、
各
地
方
自
治
体
の
中
で
も
、
き

わ
め
て
積
極
的
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
推
進
し
て
い
る
市
で
あ
る
。
多
種
多

様
な
返
礼
品
を
、
す
べ
て
地
元
の
産

品
で
用
意
し
、「
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
」
で
の
広
告
P
R
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
某
市

の
企
画
財
政
部
市
民
政
策
課
「
ふ
る

さ
と
寄
附
」
推
進
チ
ー
ム
が
、
某
市

の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
集
金
策
を
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
形
式
で
公
開
し
て
い
た

た
め
、
調
査
に
適
切
で
あ
ろ
う
と
判
断

し
た
か
ら
で
あ
る
。
某
市
で
は
、
平

成
25
年
度
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
額
が

1
億
1
5
4
5
万
円
に
達
し
た
。
こ

れ
は
島
根
県
で
最
高
額
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
こ
の
某
市
に
1
万
円
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
行
い
、
返
礼
品

に
鮟
鱇
鍋
セ
ッ
ト
（
ア
ン
コ
ウ
一
匹
使

用
）
を
受
け
取
っ
た
。
公
開
さ
れ
て
い

る
資
料
に
よ
る
と
、
約
半
額
の
返
礼

品
、
す
な
わ
ち
5
0
0
0
円
相
当
の

返
礼
品
を
送
付
し
て
い
る
、
と
の
こ

と
で
、
こ
の
5
0
0
0
円
に
、
送
料

や
消
費
税
は
含
む
、
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
同
一
地
方
で
ほ
ぼ
同
一
の
鮟

鱇
鍋
セ
ッ
ト
を
楽
天
市
場
で
価
格
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
送
料
抜
き
で
お
よ

そ
3
0
0
0
円
を
少
し
上
回
る
金
額

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
に
送

料
、
保
冷
費
用
等
を
考
慮
す
る
と
、

5
0
0
0
円
で
ほ
ぼ
辻
褄
が
合
う
。

従
っ
て
、
こ
の
鮟
鱇
鍋
セ
ッ
ト
は
、
現

地
某
市
の
魚
屋
で
3
0
0
0
円
を
少

し
上
回
る
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
も
う
少
し
考
慮
す
る
と
、

さ
ら
に
深
い
部
分
が
見
え
て
く
る
。
こ

の
地
域
は
、
ア
ン
コ
ウ
の
産
地
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
地
元
の
港
で
水
揚
げ

し
、
そ
れ
を
最
も
近
い
魚
屋
で
さ
ば
い

て
、
宅
配
便
に
し
て
送
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る
。
チ
ュ
ー
ネ
ン
圏
の
理
論
ⅷ
を
出

す
ま
で
も
な
く
、
こ
の
魚
屋
は
、
都
市

部
の
魚
屋
が
同
じ
品
質
、
鮮
度
の
ア
ン

コ
ウ
を
入
手
す
る
価
格
よ
り
も
は
る
か

に
安
値
で
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
、
某
市
か
ら

魚
屋
に
支
払
い
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

そ
の
支
払
っ
た
金
は
、
地
元
の
魚
屋

（
小
売
店
）
の
み
な
ら
ず
、
市
場
や
漁

師
の
収
益
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
地
産

地
消
の
あ
る
べ
き
最
も
適
切
な
モ
デ
ル

が
、
こ
の
時
点
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
筆
者
は
、
筆
者
の
地
元
小
売

店
で
購
入
す
る
に
は
推
定
7
0
0
0

円
以
上
、
楽
天
市
場
の
よ
う
に
や
や
中

間
コ
ス
ト
を
下
げ
た
店
舗
で
購
入
し
て

も
5
0
0
0
円
す
る
ア
ン
コ
ウ
を
、

（
地
方
税
控
除
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る

と
）
実
質
2
0
0
0
円
で
返
礼
品
と

し
て
受
け
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

今
か
ら
11
年
前
の
2
0
0
4
年
、

も
ち
ろ
ん
当
時
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

ⅴ �ある意味、本来の「『ふるさと』納税」の意義に合致している、
というべきかもしれない。

ⅵ �関西国際空港のある大阪府泉佐野市、長崎空港近辺の長崎県東
彼杵町、沖縄那覇空港近辺の沖縄県糸満市。このうち糸満市は、
観光需要を期待してマリンレジャーのチケットも付く。

ⅶ �福岡県行橋市。こちらはマイレージ扱い。隣接する北九州市に
北九州空港があり、スターフライヤーの拠点空港である。

ⅷ �農業経済学の古典理論。農産品は、重量がかさむものであれ
ばあるほど、また、都市までの移動距離 長くなればなるほど、
移動コスト高となり、都市での販売価格は高くなる。
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な
ど
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
存
在
し
な

か
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
し
き
り
に

「
地
産
地
消
」
が
話
題
に
あ
が
っ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
言
葉
の
み
が
先

行
し
、
そ
れ
を
地
方
が
う
ま
く
活
用
で

き
て
お
ら
ず
、「
地
産
」
を
「
地
消
」

し
よ
う
に
も
、
地
元
の
人
以
外
に
消
費

し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
、
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
北
海
道
紋

別
市
の
当
時
の
市
長
の
A
氏
は
、
当

時
の
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、「
地

産
地
消
な
ど
あ
り
え
な
い
。
あ
れ
は
中

央
の
役
人
が
、
地
方
の
現
実
を
何
も
わ

か
ら
ず
に
騒
い
で
い
る
だ
け
で
、
全
く

誤
っ
た
政
策
だ
。」
と
、
怒
気
を
は
ら

み
な
が
ら
唸
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

　

そ
れ
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
少
な

く
と
も
地
産
地
消
の
よ
き
一
つ
の
形
が

実
現
で
き
つ
つ
あ
る
の
だ
。

３
．
都
市
民
の
地
方
へ
の
あ
こ
が
れ

　

都
市
民
は
、
都
市
の
生
活
に
疲
れ

切
っ
て
い
る
。「
ハ
レ
」
と
「
ケ
」
で

言
う
と
こ
ろ
の
「
ケ
」
が
毎
日
続
い
て

お
り
、
収
入
の
多
い
少
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
日
常
の
業
務
と
仕
事
に
追
わ

れ
、
都
市
生
活
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
な

ど
で
き
な
い
。
ま
た
、
都
市
の
物
価
は

高
く
、
ブ
ラ
ン
ド
食
品
な
ど
、「
も
の

が
た
り
」
の
付
い
た
も
の
（
無
機
物

で
も
食
べ
物
で
も
）
に
は
手
が
届
き

に
く
い
。

　

そ
の
よ
う
な
理
由
で
、
都
市
民
は

「
ハ
レ
」
に
飢
え
て
い
る
。
ま
た
、「
も

の
が
た
り
」
に
も
飢
え
て
い
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、「
祭
り
」
や
「
旅
行
」
を

欲
し
て
い
る
。
そ
れ
も
、
都
市
へ
の
旅

で
は
な
く
、
地
方
、
あ
る
い
は
田
舎
に

行
き
た
い
と
望
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
が

多
々
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
日
常
の
忙
し
さ
の
為
、
地
方
や
田

舎
の
情
報
を
得
よ
う
と
思
っ
て
も
、
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
の
が
、
都
市
の
生

活
の
現
状
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
旅
を
し

よ
う
に
も
、「
も
の
が
た
り
」
を
知
ろ

う
に
も
、
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
、

ど
こ
に
自
分
の
欲
す
る
「
も
の
が
た

り
」
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
見
つ
け
ら

れ
な
い
。
見
つ
け
る
き
っ
か
け
が
得
ら

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

結
局
、
温
泉
地
な
ど
の
有
名
観
光
地

か
、「
冬
の
カ
ニ
食
べ
ツ
ア
ー
」
な
ど

の
あ
り
き
た
り
な
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
、

知
名
度
の
あ
る
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま

う
。
自
身
の
本
当
に
見
た
い
、
あ
る
い

は
知
り
た
い
、
学
び
た
い
、
深
い
「
も

の
が
た
り
」
を
有
し
て
い
る
地
方
が
見

つ
け
ら
れ
な
い
の
だ
。

　

こ
れ
は
、
彼
ら
都
市
民
が
情
報
の
入

手
を
怠
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。
関

心
を
持
ち
た
く
て
も
、
そ
の
き
っ
か
け

が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば
、
関
心
を
持
つ

手
段
が
な
い
。
テ
レ
ビ
で
見
た
、
タ
ク

シ
ー
車
内
の
ラ
ジ
オ
で
聴
い
た
、
駅
の

広
告
を
見
た
、
仕
事
の
際
に
偶
然
書
類

で
名
前
を
見
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

た
ま
た
ま
見
た
サ
イ
ト
の
バ
ナ
ー
広
告

で
あ
る
地
方
の
宣
伝
が
出
て
い
た
、
な

ど
、
そ
う
い
っ
た
き
っ
か
け
が
な
い

と
、
人
の
意
識
に
は
上
が
っ
て
こ
な
い

の
で
あ
る
。
知
識
の
０
と
１
の
差
は
無

限
大
で
あ
り
、
１
の
知
識
量
が
あ
れ

ば
、
興
味
が
あ
れ
ば
今
日
で
は
い
く
ら

で
も
自
身
で
調
べ
出
せ
る
。
も
っ
と

も
、
こ
れ
は
、
そ
の
人
が
興
味
を
持
て

ば
の
話
で
は
あ
る
が
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
自
身
が
知
っ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド

の
み
で
あ
る
。
本
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
講
習
会
で
も
、
自
身
が
全
く
の

無
知
な
こ
と
に
つ
い
て
は
何
も
教
え
て

は
く
れ
な
い
。

　

繰
り
返
す
が
、
あ
る
程
度
財
政
的
に

余
裕
の
あ
る
都
市
民
の
一
定
数
は
、
地

方
や
田
舎
に
旅
に
出
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
地
方
の
「
も
の

が
た
り
」
を
知
る
「
き
っ
か
け
」
が

な
い
た
め
、
ど
こ
を
訪
問
す
る
の
が

自
身
に
良
い
の
か
が
分
か
ら
ず
、
結

局
、
あ
り
き
た
り
な
観
光
ツ
ア
ー
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
、
有
名
観
光
地
に

向
か
っ
て
し
ま
う
。

　

逆
に
、
地
方
、
す
な
わ
ち
都
市
民
に

情
報
発
信
す
る
側
は
、
一
般
に
は
、
た

く
さ
ん
の
媒
体
に
出
し
た
、
と
い
う
数

の
成
果
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
が
、
ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
媒
体
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で
、
河
童
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
り
、

村
の
有
志
た
ち
が
河
童
の
人
形
を
作
り

展
示
会
を
し
て
い
る
よ
う
な
村
な
ら
、

造
形
物
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
す
の
も

良
い
案
で
あ
ろ
う
。

　

写
真
1
は
、
高
知
県
四
万
十
町
が
平

成
27
年
7
月
26
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
開

催
さ
れ
た
、
造
形
物
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、

ド
ー
ル
の
世
界
的
展
示
会
で
あ
る
、
ワ

に
出
し
た
か
で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
都

市
民
の
目
に
つ
き
や
す
い
か
、
興
味
を

引
き
や
す
い
と
こ
ろ
に
露
出
し
た
か
、

が
重
要
で
あ
る
。
自
身
の
町
や
村
の

「
ウ
リ
」
を
確
認
し
、
そ
の
「
ウ
リ
」

を
買
っ
て
く
れ
る
人
々
の
い
る
と
こ
ろ

に
露
出
し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
河
童
伝
承
の
あ
る
地
域

ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
5

夏
に
出
展
し
た
と
き
の
様
子
で
あ
る
。

四
万
十
町
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
主
催

企
業
で
あ
る
フ
ィ
ギ
ュ
ア
メ
ー
カ
ー
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
、
元
々
か
ら
有
す

る
「
も
の
が
た
り
」
で
あ
る
河
童
伝
説

に
関
す
る
展
示
館
を
有
し
て
お
り
、
毎

年
、
地
元
有
志
が
河
童
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア

や
人
形
、
木
工
細
工
を
作
り
、「
カ
ッ

パ
造
形
大
賞
」
と
銘
打
っ
て
腕
を
競
っ

て
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
て
い

る
。
今
回
で
4
度
目
の
出
展
と
な
り
、

四
万
十
町
は
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
ガ
レ
ー

ジ
キ
ッ
ト
好
き
の
ワ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
参
加
者
に
は
名
の
知
れ
た

地
域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

四
万
十
町
は
ア
ク
セ
ス
困
難
な
地
域
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の
観
光

客
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
訪
問
客
を
確
保
で

き
て
い
る
。「
も
の
が
た
り
」
を
適
切

に
発
信
で
き
て
い
る
例
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

あ
れ
ば
、
興
味
も
関
係
も
な
い
の
に
頻

繁
に
表
れ
る
よ
う
な
、
間
違
っ
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
狙
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
形
の

ラ
ン
ダ
ム
の
バ
ナ
ー
広
告
で
は
な
く
、

関
係
す
る
サ
イ
ト
の
横
に
ち
ょ
っ
と
あ

ら
わ
れ
る
感
じ
の
バ
ナ
ー
広
告
や
地
方

の
情
報
な
ど
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
例
え

ば
、
楽
天
市
場
の
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

の
販
売
ペ
ー
ジ
（
写
真
２
）
に
、
産
地

や
加
工
場
の
あ
る
愛
媛
県
の
市
町
村
の

広
告
が
出
て
き
て
も
、
何
も
お
か
し
く

（写真 1）
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は
な
い
し
、
違
和
感
も
う
っ
と
お
し
さ

も
な
い
。
こ
の
写
真
２
の
よ
う
に
、
地

方
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
、
従
来
の

よ
う
に
都
市
部
の
一
等
地
に
建
て
る
の

に
代
わ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
設
置

す
る
の
も
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
都
市

民
に
与
え
る
効
果
的
な
方
法
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
都
市
民
の
目
に
つ
く
効

果
的
な
方
法
を
、
発
信
す
る
地
方
側
は

狙
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
．「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
、

そ
の
返
礼
品
が
、
観
光
動
機
の

「
も
の
が
た
り
」
と
な
る

　

第
２
章
で
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
圏
の
モ
デ

ル
を
引
き
な
が
ら
、
モ
ノ
は
地
域
に

よ
っ
て
そ
の
価
格
が
大
き
く
変
動
す
る

こ
と
を
簡
単
に
述
べ
た
。
米
国
や
中
国

の
よ
う
な
大
き
な
国
の
内
陸
地
で
海
水

魚
を
買
う
と
、
ど
れ
ほ
ど
高
価
で
あ
る

か
を
想
像
す
る
と
容
易
い
が
、
こ
れ
は

日
本
で
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
筆
者
の
生
れ
た
京
都
で
は
、
子

供
時
分
、
鮮
度
の
良
い
海
水
魚
が
な
か

な
か
手
に
入
ら
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
時
間
を
お
い
て
も
鮮
度
を
保
て

る
ハ
モ
が
、
今
で
は
京
の
夏
の
魚
と
し

て
売
り
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

他
に
新
鮮
な
魚
が
な
い
こ
と
の
裏
返
し

で
も
あ
る
。
逆
に
、
現
在
は
筆
者
は
兵

庫
県
の
沿
岸
部
の
市
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
も
極
め
て
鮮

度
の
良
い
魚
が
買
え
る
。
同
じ
品
質
の

モ
ノ
を
京
都
で
買
お
う
と
す
れ
ば
、
大

変
高
価
と
な
る
。
冷
蔵
冷
凍
技
術
が
発

達
し
た
今
日
で
も
、
こ
れ
は
い
ま
だ
に

続
い
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
京
都
は

京
都
で
、
兵
庫
は
兵
庫
で
、
つ
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

で
、
食
文
化
と
し
て
根
付
い
て
し
ま
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
他

の
食
品
が
入
り
込
む
隙
が
な
か
な
か
で

き
ず
、
結
果
と
し
て
店
頭
に
並
び
に
く

か
っ
た
り
、
並
ん
で
も
高
価
で
あ
っ
て

し
ま
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
２
章
で
述
べ
た
よ
う

に
、
そ
の
地
方
の
特
産
物
を
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
返
礼
品
と
し
て
貰
え
る
こ

と
は
、
そ
の
産
品
が
な
か
な
か
手
に
入

ら
な
い
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
そ

れ
を
欲
し
て
い
る
場
合
、
と
て
も
あ
り

が
た
い
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
発
送

す
る
側
は
、
仮
に
受
け
取
る
側
の
地
域

で
そ
れ
を
入
手
す
る
場
合
の
価
格
よ
り

も
、
は
る
か
に
安
価
で
入
手
し
発
送
で

き
る
。
送
料
が
か
か
っ
て
も
充
分
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
メ
リ
ッ
ト
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
こ
の
返
礼
品
こ
そ
が
、
観
光

動
機
と
な
り
う
る
可
能
性
が
充
分
に
あ

る
の
だ
。
都
市
民
は
、
は
じ
め
は
節
税

目
的
、
あ
る
い
は
返
礼
品
目
的
で
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ

の
都
市
民
が
期
待
し
て
い
た
以
上
に
魅

力
的
な
返
礼
品
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、

都
市
生
活
の
「
ケ
」
に
浸
っ
た
都
市
民

に
は
、
そ
の
地
方
が
魅
力
的
に
映
る
。

そ
れ
は
直
接
、
そ
の
地
方
へ
の
観
光
動

機
と
な
り
う
る
の
だ
。
そ
の
地
方
の

産
品
で
あ
る
返
礼
品
は
、
そ
の
地
方

の
「
も
の
が
た
り
」
を
持
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
収
穫
し
た
り
栽
培
し
た
り
採
取

し
た
り
漁
を
す
る
人
々
固
有
の
「
も
の

が
た
り
」
が
あ
る
。
都
市
民
は
そ
う

い
っ
た
も
の
を
見
た
い
と
欲
す
る
よ

う
に
な
る
。

（写真２）楽天市場 えひめオレンジサイダー「amanza」販売ページ
（サイトアドレス）http://item.rakuten.co.jp/matsu-info/tag-416/#tag-416
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そ
の
返
礼
品
が
、
す
で
に
ブ
ラ
ン
ド

化
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
ま
だ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

定
着
し
て
い
る
必
要
は
な
い
。
都
市
民

が
欲
し
く
て
、
地
域
で
価
格
や
手
に
入

り
易
さ
に
差
が
あ
る
も
の
で
、
地
元
の

人
々
が
自
信
が
あ
る
物
で
良
い
。
あ
る

い
は
、
そ
の
地
方
の
小
さ
な
町
工
場

や
家
庭
の
副
業
な
ど
で
作
っ
て
い
る

洒
落
た
何
か
ⅸ
な
ど
で
も
よ
い
。
あ
る

い
は
、
そ
の
地
方
と
周
辺
地
方
で
し
か

あ
ま
り
食
さ
れ
な
い
食
文
化
の
も
の
ⅹ

な
ど
で
も
よ
い
。
あ
る
い
は
、
高
知
県

奈
半
利
町
の
よ
う
に
、「
そ
の
日
揚
げ

た
定
置
網
の
中
身
全
て
、
何
が
出
る
か

は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
「
な
は
り
海

の
幸
福
袋
セ
ッ
ト
」
な
ど
と
い
う
の

も
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
要
素
が
あ
っ
て
魅
力

的
だ
。
そ
れ
ら
は
、
全
て
「
も
の
が
た

り
」
の
メ
デ
ィ
ア
（
媒
介
・
媒
体
）
と

し
て
機
能
す
る
。

　

地
方
が
そ
の
よ
う
な
魅
力
的
な
返
礼

品
を
出
し
て
も
、
出
し
て
い
る
こ
と
に

都
市
民
が
気
づ
か
な
い
の
で
は
な
い

か
、
や
は
り
地
方
の
知
名
度
こ
そ
が
大

事
な
の
で
は
な
い
か
、
本
末
転
倒
で
あ

る
と
の
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
心
配
は
な
い
。
災
害
で

の
寄
付
金
的
意
味
合
い
な
ど
、
特
殊
な

事
情
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
な
い
場

合
、
返
礼
品
目
的
の
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
者
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
の
類
を
使
う
。
写
真
３
、

写
真
４
に
そ
の
画
像
を
出
す
が
、
こ
の

よ
う
に
、
返
礼
品
を
検
索
で
き
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
欲

し
い
返
礼
品
が
定
ま
っ
て
い
な
い
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
者
に
は
、
写
真
４
の
よ

う
に
「
お
勧
め
の
返
礼
品
」
リ
ス
ト
を

出
し
た
り
、
地
方
側
が
広
告
を
う
っ
た

り
し
て
い
る
（
写
真
４
の
右
端
の
列
）。

 　

あ
る
意
味
、
こ
れ
ら
の
特
別
な
返

礼
品
を
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
都
市
民

は
、「
ト
ン
ガ
リ
（
変
わ
り
者
）」
か
も

し
れ
な
い
。
一
般
的
な
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
者
は
、
松
坂
牛
や
毛
蟹
な
ど
の
、

有
名
で
高
価
な
返
礼
品
に
目
移
り
す
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
都
市

民
は
、
返
礼
品
の
「
も
の
が
た
り
」
を

読
み
取
っ
て
く
れ
る
可
能
性
は
低
く
、

結
局
観
光
客
と
し
て
は
最
初
か
ら
期
待

で
き
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
な
ど
で
「
発
見
」
し
、
そ
れ
に

お
金
を
納
め
て
く
れ
た
、（
良
い
意
味

（写真３）（写真 4）ふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョイス」
（サイトアドレス）http://www.furusato-tax.jp/　（写真３、４共通）

（写真３）

（写真 4）

ⅸ �熊本県天草市の返礼品である、竹炭を用いた観葉植物の植木鉢「eco-pochi」（写真５）など。
ⅹ �例えば、北海道の筋子など。道外に出回る際には、ほとんどがいくらとなり、筆者は、函館市の魚屋に、「筋子が好みで買って宅送したい」と伝えると、「兄

さん食通だねぇ。本州の人はほとんど知らないのに」と驚かれた経験がある。他にも、愛媛県鬼北町の返礼品のキジ肉や、福岡県八女市の巣蜜（蜂の巣
の状態の蜂蜜）など。これらは、当然ながら、都市では出回らない。

（写真５）eco-pochi
eco-pochi 公式サイト（http://www.eco-pochi.
jp/）より

36



で
の
）「
ト
ン
ガ
リ
」
の
ほ
う
が
、「
ふ

る
さ
と
納
税
」
先
の
地
方
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
返
礼

品
に
「
地
域
の
案
内
」
の
よ
う
な
小
冊

子
を
添
え
る
と
、
さ
ら
に
愛
着
を
持
っ

て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。「
無
関
心
」

だ
っ
た
も
の
を
「
意
識
下
」
に
も
っ
て

く
る
だ
け
で
、
人
は
か
な
り
の
愛
着
が

わ
く
も
の
で
あ
る
。
第
３
章
で
述
べ
た

よ
う
に
、
都
市
民
は
地
方
や
田
舎
に
、

一
種
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
憧
れ
を

持
っ
て
い
つ
つ
も
、
そ
の
情
報
を
得
ら

れ
な
い
、
得
る
機
会
や
方
法
が
な
い
、

と
い
っ
た
状
況
に
あ
る
の
だ
。

　

仮
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
者
の
一
割

で
も
そ
の
地
方
を
観
光
に
訪
れ
て
く
れ

れ
ば
、
そ
の
返
礼
品
程
度
の
価
値
は
、

安
い
も
の
と
な
る
。
ひ
と
た
び
観
光
に

来
て
く
れ
て
、
そ
の
地
域
を
気
に
入
っ

て
く
れ
れ
ば
、
ま
た
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
も
上
が
る

し
、
再
訪
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
も
上

が
る
。
あ
る
い
は
、
今
度
は
返
礼
品
で

は
な
く
、
取
り
寄
せ
で
注
文
を
し
て
も

ら
え
る
可
能
性
も
高
い
。
こ
の
よ
う

に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
を
、
地

方
が
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
都
市
民
と

の
交
流
と
地
域
活
性
化
に
お
い
て
、
良

い
循
環
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
都
市
民
が
そ
の
地
域
に
対
し
「
無

関
心
」
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
、
ま
ず
は

「
意
識
下
」
に
、
そ
し
て
「
関
心
」
を

持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
の

は
、
こ
の
よ
う
な
良
い
循
環
を
構
築
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

都
市
民
の
期
待
を
上
回
れ
る
返
礼
品
を

返
す
こ
と
は
、
そ
の
地
域
の
産
業
活
性

化
に
も
、
都
市
民
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
も
、
そ
し
て
何
よ
り
そ
の
地
域
へ
の

効
果
と
し
て
も
、
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
や
や
も
す
る
と
地
方
同
士
の
「
集

金
合
戦
」
に
な
り
が
ち
な
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
制
度
で
あ
る
が
、「
集
金
合
戦
」

の
結
果
よ
り
も
、
こ
れ
は
は
る
か
に
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
よ
る
も
の
が
た
り
観
光
促
進
で
は
、

都
市
で
は
高
く
て
入
手
し
に
く
い
が
そ

の
地
域
で
は
比
較
的
安
価
で
入
手
で
き

る
産
品
や
、
地
域
の
人
々
が
自
信
を

持
っ
て
都
市
民
に
誇
れ
る
地
元
産
品

を
、
地
元
民
自
ら
が
そ
の
価
値
を
認
め

再
発
掘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
ら
を
返
礼
品
と
し
て
、
都
市
の
中
で

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
し
て
く
れ
た
「
ト

ン
ガ
リ
」
に
贈
り
、
そ
の
産
品
に
秘
め

ら
れ
た
「
も
の
が
た
り
」
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
ひ
い
て
は
そ
の
地
域

そ
の
も
の
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

も
の
が
た
り
観
光
客
と
し
て
訪
問
し
て

も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
こ
そ
が
、
本
来
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
の
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
地
点
の

一
つ
で
あ
る
。

参考文献
・ワンダーフェスティバル2015［夏］カタログ
　（ワンダーフェスティバル実行委員会編集・発行）
・毎日新聞愛知版平成27年6月27日付記事
　「『ふるさと納税』過熱　制度の意義を忘れずに　岐阜大学地域科学部・西村貢教授」
・総務省︱ふるさと納税ポータルサイト
　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/080430_2_kojin.html
　（平成27年7月20日閲覧）
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い
ろ
ん
な
も
の
が
怖
い
：

「
怖
が
り
」
と
い
う
資
質

　
「
怖
が
り
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

い
ろ
ん
な
も
の
が
怖
い
。
飛
行
機
の
揺

れ
、
治
安
の
悪
そ
う
な
外
国
の
街
、

癌
、
エ
イ
ズ
や
肝
炎
…
…
怖
い
も
の
は

多
岐
に
わ
た
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
機
会
に
恵
ま
れ

る
と
、
未
知
の
場
所
へ
の
旅
が
し
た

い
。
初
め
て
の
珍
し
い
料
理
や
酒
に
出

会
う
と
、「
ち
ょ
っ
と
ヤ
バ
イ
か
な
？
」

と
思
っ
て
も
、
な
か
な
か
手
が
引
っ
込

め
ら
れ
な
い
。「
怖
さ
」
へ
の
憶
病
と

「
体
験
し
て
み
た
い
」
と
い
う
好
奇
心

が
、
い
つ
も
背
中
あ
わ
せ
で
せ
め
ぎ
あ

う
。
困
っ
た
も
の
だ
。

　

20
年
ば
か
り
前
に
、
ア
フ
リ
カ
へ

行
っ
た
。
4
0
0
万
年
以
上
も
の
昔
、

気
候
が
乾
燥
し
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら
サ

バ
ン
ナ
に
追
い
だ
さ
れ
た
人
類
の
祖
先

が
、
厳
し
い
環
境
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と

で
、
ヒ
ト
と
い
う
動
物
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
グ
レ
ー
ト
リ
フ
ト
バ
レ
ー

を
縦
走
す
る
た
め
で
あ
る
。
当
然
そ
こ

に
も
、
い
ろ
ん
な
酒
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
日
、
ナ
イ
ロ
ビ
の
空
港
を
早
朝

に
出
発
し
、
ケ
ニ
ア
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

国
境
を
超
え
て
10
時
間
、
サ
バ
ン
ナ
を

貫
通
す
る
道
路
を
四
駆
で
走
破
し
て
ン

ゴ
ロ
ン
ゴ
ロ
の
外
輪
山
頂
に
到
着
し

た
。
と
っ
ぷ
り
暮
れ
た
紫
色
の
空
の
も

と
、
茅
の
よ
う
な
植
物
繊
維
製
の
ト
ン

ガ
リ
帽
子
を
頂
く
ロ
ッ
ジ
の
ま
わ
り
に

は
池
が
め
ぐ
ら
し
て
あ
る
。
気
温
は
高

原
の
た
め
、
肌
寒
か
っ
た
。
し
か
し
、
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あ
た
り
に
は
野
太
い
ウ
シ
ガ
エ
ル
の
声

が
響
き
、
そ
こ
が
赤
道
直
下
な
の
だ
と

知
ら
さ
れ
る
。

　

全
身
の
ホ
コ
リ
を
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
い

流
し
、
固
い
が
滋
味
に
満
ち
た
ス
テ
ー

キ
肉
を
ほ
お
ば
る
瞬
間
の
直
前
、
冷
え

た
ビ
ー
ル
を
喉
に
流
し
こ
ん
だ
。
銘
柄

は
タ
ン
ザ
ニ
ア
産
「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
」

――

最
初
の
宗
主
国
が
ド
イ
ツ
だ
っ

た
せ
い
か
、
そ
れ
ま
で
に
飲
ん
だ
ど
の

ビ
ー
ル
よ
り
う
ま
い
。
思
わ
ず
頬
の
筋

肉
が
緩
ん
だ
。

　

今
度
の
旅
は
幸
先
が
よ
ろ
し
い
。
な

ら
ば
ロ
ッ
ジ
を
出
て
、
近
く
の
街
の
酒

場
を
試
し
て
み
よ
う
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に

頼
ん
で
、
麓
の
ナ
マ
ン
ガ
と
い
う
街
の

酒
場
へ
繰
り
だ
し
た
。
裸
電
球
の
弱
々

し
い
光
が
も
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
酒

場
に
入
る
。
と
、
ラ
ジ
カ
セ
か
ら
流
れ

る
ラ
ッ
プ
に
乗
っ
て
、
肌
が
黒
光
り
す

る
老
若
男
女
が
身
を
揺
す
り
な
が
ら
、

何
か
を
ラ
ッ
パ
飲
み
し
て
い
る
。

　

ビ
ー
ル
を
注
文
し
た
。
お
ば
さ
ん

が
栓
を
抜
い
た
の
は
フ
ァ
ン
タ
の
瓶

で
あ
る
。

「
？
？
？
？
？
」

　

口
に
含
む
と
、
酸
味
と
炭
酸
の
刺
激

が
舌
を
刺
し
た
。
腐
敗
し
た
バ
ナ
ナ
の

よ
う
な
匂
い
も
怪
し
い
。「
う
っ
ぷ
」

と
な
っ
て
、
ハ
ン
カ
チ
に
吐
き
、
舌
と

唇
を
ぬ
ぐ
っ
た
。
と
、
か
た
わ
ら
か
ら

若
い
男
の
手
が
伸
び
て
き
た
か
と
思
う

と
、
瓶
を
ひ
っ
た
く
っ
て
自
分
の
喉
に

フェズ旧市街遠望
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流
し
こ
む
。

「
そ
れ
は
、
よ
か
っ
た
」

　

ア
フ
リ
カ
を
発
つ
前
日
の
夜
に
ナ
イ

ロ
ビ
で
出
会
っ
た
旅
行
社
の
ス
タ
ッ
フ

の
話
に
よ
る
と
、
酒
場
で
出
る
「
バ
ナ

ナ
・
ビ
ー
ル
」
は
、
と
き
に
致
命
的
な

の
だ
そ
う
だ
。
イ
ッ
キ
飲
み
し
て
身
ま

か
る
日
本
人
旅
行
者
も
い
る
の
だ
と
か

…
…
。
つ
い
手
を
出
し
た
く
な
る
「
好

奇
心
」
を
押
さ
え
つ
け
て
く
れ
た
「
怖

が
り
」
の
資
質
に
、
こ
の
と
き
ば
か
り

は
助
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

民
俗
の
酒
の
運
命
：

近
代
的
な
都
市
化
と
の
関
係
で

　

ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、
発
展
途
上
地

域
の
酒
が
皆
、
危
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。

　

エ
チ
オ
ピ
ア
の
田
舎
の
農
家
の
軒
先

で
飲
ま
せ
て
も
ら
っ
た
「
米
ぬ
か
を
水

で
溶
い
た
よ
う
な
ビ
ー
ル
」
は
、
美
味

に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。
で
も
、
晴
れ

渡
っ
た
日
曜
の
昼
さ
が
り
を
、
け
だ
る

い
快
さ
で
過
ご
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

中
華
料
理
素
材
の
ツ
バ
メ
の
巣
の
採

集
を
見
に
い
っ
た
東
マ
レ
ー
シ
ア
、
サ

バ
州
ミ
リ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
は
、
土
地

の
人
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
水
筒
の
蓋

に
濁
り
酒
の
よ
う
な
も
の
を
注
い
で
く

れ
た
。
米
が
原
料
の
甘
味
の
強
い
、
味

醂
の
よ
う
な
味
の
そ
れ
も
、
歩
き
疲
れ

た
足
に
元
気
を
甦
ら
せ
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と

が
言
え
そ
う
な
気
が
す
る
。
つ
ま
り
、

伝
統
的
な
ム
ラ
の
生
活
の
な
か
で
人
び

と
が
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
醸
し
、
と

き
に
旅
人
を
喜
ば
せ
る
た
め
だ
け
に
ふ

る
ま
っ
て
く
れ
る
酒
は
、
ど
こ
で
飲
ん

で
も
大
丈
夫
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
近
代
的
な
都
市
化
と
で
も
い
う
の

か
、
外
部
経
済
の
刺
激
で
ム
ラ
の
生
活

が
変
化
し
、
未
だ
工
業
製
品
の
ビ
ー
ル

や
ウ
ィ
ス
キ
ー
が
普
及
す
る
ほ
ど
で
は

な
い
が
、
観
光
客
に
飲
ま
せ
る
た
め
に

造
り
、
酒
場
で
売
る
よ
う
に
な
っ
た
ば

か
り
の
民
俗
社
会
伝
来
の
酒
は
、
一
般

に
「
ち
ょ
っ
と
ヤ
バ
イ
」
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

実
際
、
日
本
で
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
直
前
、
京
都
・
鴨
川
東
岸
に
あ
っ

た
、
焼
き
肉
で
密
造
の
ド
ブ
ロ
ク
を
飲

ま
せ
る
店
の
オ
ヤ
ジ
か
ら
、
こ
ん
な
話

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
ド
ブ
も
、
も
う
、
お
し
ま
い
や
。
だ

ん
だ
ん
警
察
が
う
る
そ
ぅ
な
る
。
こ
の

間
ま
で
ポ
リ
さ
ん
も
『
安
い
、
う
ま

い
』
ゆ
ぅ
て
飲
み
に
来
と
っ
た
ん
や
が

な
ぁ
。
そ
ら
、
昔
は
ヤ
バ
イ
こ
と
も

あ
っ
た
。
ド
ブ
造
る
の
に
黄
リ
ン
の

入
っ
た
ネ
コ
イ
ラ
ズ
を
使
ぅ
た
り
し
た

ん
や
。
で
、
飲
ん
だ
人
が
死
ん
だ
ゆ
う

話
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
る
。
な
ん
で

も
、
そ
れ
を
飲
ん
だ
あ
と
に
暗
が
り
で

オ
シ
ッ
コ
を
す
る
と
、
リ
ン
が
ボ
ー
ッ

フェズ旧市街
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と
青
白
ぅ
光
る
ん
や
そ
う
や
。
そ
や
け

ど
、
そ
れ
は
戦
後
の
ど
さ
く
さ
の
話

で
、
今
は
そ
ん
な
こ
と
絶
対
に
あ
ら
へ

ん
の
や
け
ど
な
ぁ
」

　

も
と
よ
り
ネ
コ
イ
ラ
ズ
は
歓
迎
で
き

な
い
。
し
か
し
ド
ブ
ロ
ク
が
完
全
に
消

え
て
し
ま
う
の
も
面
白
く
な
い
。
土
地

ご
と
に
特
有
の
酒
が
味
わ
え
て
、
し
か

も
安
全
で
な
け
れ
ば
困
る
。
ど
う
も
酒

好
き
と
い
う
の
は
、
勝
手
な
こ
と
ば
か

り
考
え
る
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

　

そ
ん
な
思
い
で
夜
の
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
を
歩
き
ま
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
旅
行
か
ら
10
年
ば
か
り
あ
と

の
こ
と
だ
。
そ
こ
に
は
テ
キ
ー
ラ
や
メ

ス
カ
ル
と
い
っ
た
蒸
留
酒
の
ほ
か
に
、

プ
ル
ケ
と
い
う
名
の
ド
ブ
ロ
ク
が
あ
っ

た
。
マ
ゲ
イ
と
い
う
龍
舌
蘭
の
汁
を
発

酵
さ
せ
た
だ
け
の
酒
で
あ
る
。
そ
の
歴

史
は
古
く
、
当
時
は
メ
キ
シ
コ
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
費
量
の
お
よ
そ
3
分
の
1
を

占
め
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

　

プ
ル
ケ
だ
け
で
は
な
い
。
庶
民
の
間

に
は
「
イ
ン
デ
ィ
オ
の
キ
ャ
ビ
ア
」
と

あ
だ
名
さ
れ
る
シ
ロ
ア
リ
の
卵
や
イ
グ

ア
ナ
料
理
、
ア
ル
マ
ジ
ロ
の
蒸
し
焼
き

な
ど
の
珍
味
が
あ
る
と
も
い
う
。
さ
っ

そ
く
試
し
て
み
よ
う
と
大
衆
酒
場
に
出

か
け
た
。
だ
が
、
ド
ア
は
閉
ざ
さ
れ
た

ま
ま
。
プ
ル
ケ
は
、
な
か
な
か
姿
を
現

し
て
く
れ
な
い
。

　

そ
の
翌
朝
、
テ
ィ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
向
か
う
途
中
、
街
道
筋

の
土
産
物
屋
が
接
待
用
に
プ
ル
ケ
を
出

し
て
く
れ
た
。
小
さ
な
グ
ラ
ス
に
注
ぐ

と
、
蚕
の
糸
の
固
ま
り
が
濡
れ
て
流
れ

る
よ
う
に
銀
色
に
輝
く
。
口
に
含
む

と
、
ぬ
め
っ
と
し
た
感
触
が
あ
り
、
ほ

の
か
な
甘
み
と
マ
ゲ
イ
の
青
臭
い
匂
い

が
す
る
。

　

そ
う
。
時
が
経
ち
、
近
代
的
な
都
市

化
が
一
定
以
上
の
水
準
に
成
熟
す
れ

ば
、
民
俗
の
酒
も
、
再
び
安
全
圏
に
到

達
す
る
。
そ
う
い
え
ば
日
本
の
ド
ブ
ロ

ク
も
、
最
近
は
商
品
化
さ
れ
て
「
濁
り

酒
」
と
呼
び
名
を
変
え
、
若
い
女
性
に

も
飲
み
や
す
い
甘
み
の
強
い
酒
に
な
っ

て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
や
っ
ぱ
り
旅
や
酒
の
楽

し
み
は
、
ど
う
や
ら
「
危
険
と
珍
し
さ

の
皮
膜
」
に
成
立
す
る
と
い
う
事
情
に

変
化
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

料
理
や
酒
は
気
候
風
土
や

風
景
と
交
響
す
る

　

と
こ
ろ
で
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
酒
は

す
べ
て
「
民
俗
の
酒
」
で
あ
る
。
麦
を

カ
ロ
リ
ー
源
と
し
て
き
た
地
域
で
は
、

麦
芽
の
酒
、
す
な
わ
ち
ビ
ー
ル
が
醸
さ

れ
た
。
や
が
て
そ
れ
を
蒸
留
し
、
樽
で

熟
成
さ
せ
て
ウ
ィ
ス
キ
ー
が
生
ま
れ

る
。
米
が
主
食
の
東
ア
ジ
ア
で
は
、
麹

で
糖
化
し
て
発
酵
さ
せ
、
清
酒
や
紹
興

酒
を
醸
造
す
る
。
そ
れ
を
蒸
留
す
れ

ば
、
各
種
の
焼
酎
に
な
る
。
葡
萄
の
原

産
地
で
は
、
そ
の
果
汁
を
発
酵
さ
せ
て

葡
萄
酒
と
し
、
さ
ら
に
蒸
留
し
て
ブ
ラ

ン
デ
ー
や
グ
ラ
ッ
パ
な
ど
の
製
品
に
す

る
。
す
べ
て
酒
は
、
そ
の
土
地
の
風
土

と
文
化
の
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
唐
突
な
が
ら
「
ふ
ぐ
」
で
あ

る
。
あ
る
と
き
、
行
き
つ
け
の
魚
屋
の

兄
ち
ゃ
ん
が
、
ふ
ぐ
調
理
師
の
免
許
を

取
得
し
た
。
以
来
、
友
人
と
ワ
リ
カ
ン

で
、
あ
る
い
は
家
族
で
ひ
っ
そ
り
と
、

冬
の
間
に
4
、
5
回
は
、
て
っ
さ
・

て
っ
ち
り
・
ふ
ぐ
雑
炊
の
3
点
セ
ッ
ト

が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
街
の
料

理
屋
な
ら
、
べ
ら
ぼ
う
な
値
段
の
ふ
ぐ

も
、
自
宅
で
食
べ
る
と
、
安
く
は
な
い

が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
に
毛
の

生
え
た
程
度
の
出
費
で
済
む
。

　
「
な
ら
ば
」
と
い
う
の
で
、
あ
る

年
、
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
の
3
月
な
か

ば
、
時
期
は
ず
れ
に
食
っ
て
や
ろ
う
と

大
量
に
仕
入
れ
て
冷
凍
に
し
た
。
そ
れ

か
ら
1
か
月
あ
ま
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
に
、
て
っ
ち
り
・
ふ
ぐ
ぞ
う
す

い
と
シ
ャ
レ
こ
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
残
念

な
が
ら
、
こ
れ
が
う
ま
く
な
い
。
冷
凍

し
た
か
ら
か
。
違
う
。
陽
気
の
せ
い
で

あ
る
。
ふ
ぐ
は
、
暖
房
の
き
い
た
部
屋

で
食
べ
て
も
、
外
気
が
身
の
引
き
し
ま

る
ほ
ど
寒
い
季
節
に
こ
そ
、
無
上
の
御

馳
走
と
な
る
ら
し
い
。

　

季
節
だ
け
で
は
な
い
。
場
所
が
変

わ
っ
て
も
味
覚
は
変
化
す
る
。
た
と
え

ば
泡
盛
の
ク
ー
ス
（
古
酒
）
は
、
豚
三
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枚
肉
の
煮
込
み
や
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
な
ど
と
一
緒
に
沖
縄
で
飲
む
と
、

め
っ
ぽ
う
旨
い
。
そ
れ
で
つ
い
土
産
に

一
瓶
、
持
ち
帰
っ
た
り
す
る
。
し
か
し

京
都
の
郊
外
、
比
叡
山
中
腹
の
自
宅
で

は
、
き
り
り
と
決
ま
る
こ
と
が
な
い
。

飲
み
物
や
食
べ
物
は
、
そ
れ
を
育
て
た

土
地
ご
と
の
気
候
や
風
土
を
背
景
に
し

て
初
め
て
本
来
の
実
力
を
発
揮
す
る
も

の
ら
し
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
夏
に
イ
タ
リ
ア
を
旅

し
た
と
き
に
も
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
適
切
な
価
格
で
、
い
く
つ
も
の

忘
れ
が
た
い
美
味
に
出
会
え
る
。
ベ
ニ

ス
の
イ
カ
墨
と
ポ
レ
ン
タ
や
ク
モ
ガ

ニ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
牛
肉
と
ポ
ル

チ
ー
ニ
茸
の
ス
テ
ー
キ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

の
ト
リ
ュ
フ
と
ル
ッ
コ
ラ
と
チ
ー
ズ
を

の
せ
た
子
牛
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、
パ
ロ

マ
の
生
ハ
ム
、
そ
し
て
土
地
ご
と
に
異

な
っ
た
風
味
の
各
種
チ
ー
ズ
な
ど
、
い

ず
れ
も
極
上
の
美
味
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
な
る
と
、
つ
い
土
産
物
に
食
材

を
加
え
た
く
な
る
。
乾
燥
ポ
ル
チ
ー
ニ

茸
、
オ
リ
ー
ブ
油
、
バ
ル
サ
ミ
コ
、
何

種
類
か
の
チ
ー
ズ
、
ポ
レ
ン
タ
の
粉
、

濃
厚
な
味
わ
い
の
生
ハ
ム
な
ど
を
ト
ラ

ン
ク
に
し
の
ば
せ
た
。
そ
し
て
、
家
に

帰
っ
て
イ
タ
リ
ア
料
理
の
マ
ネ
ゴ
ト
を

す
る
と
、
結
構
こ
れ
が
う
ま
い
。
気

候
・
風
土
が
変
わ
っ
て
も
、
本
来
の
味

覚
を
発
揮
す
る
食
材
が
存
在
し
う
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、

や
っ
ぱ
り
何
か
が
違
う
。

　

と
述
べ
た
と
こ
ろ
で
思
い
だ
す
の

は
、
葡
萄
酒
で
有
名
な
キ
ャ
ン
テ
ィ
地

方
を
少
し
南
に
は
ず
れ
た
小
高
い
山
の

街
モ
ン
テ
プ
ル
チ
ア
ー
ノ
で
の
夕
食
で

あ
る
。
澄
み
き
っ
て
乾
燥
し
た
空
気

は
、
夏
の
真
昼
で
も
快
く
涼
し
い
。
な

だ
ら
か
な
丘
の
つ
づ
く
黄
土
色
の
大
地

に
は
、
朱
色
の
屋
根
の
家
々
が
点
在

し
、
糸
杉
や
葡
萄
畑
の
緑
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
美
し
い
。
夕
方
に
は
空
が
濃

い
群
青
色
と
鮮
明
な
朱
色
の
階
調
を
描

き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
暗
さ
を
増
し
て

い
く
。

　

や
が
て
8
時
、
ホ
テ
ル
を
出
て
石
畳

の
坂
道
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
向
か
う
。
座

席
は
葡
萄
蔓
の
パ
ー
ゴ
ラ
を
し
つ
ら
え

た
石
造
り
の
テ
ラ
ス
に
あ
っ
た
。
銀
の

皿
が
暮
色
を
濃
く
す
る
空
を
背
景
に
葡

萄
の
蔓
を
映
し
て
い
る
。
何
種
類
か
の

ア
ン
テ
ィ
パ
ス
ト
の
あ
と
、
少
し
乾
か

し
た
牛
肉
に
香
味
野
菜
の
ル
ッ
コ
ラ
を

乗
せ
、
オ
リ
ー
ブ
油
と
バ
ル
サ
ミ
コ
と

パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
を
振
り
か
け
た
カ

ル
パ
ッ
チ
ョ
と
一
緒
に
飲
ん
だ
赤
葡
萄

酒
の
味
わ
い
は
、
今
な
お
脳
裏
か
ら
消

え
る
こ
と
が
な
い
。

　

や
っ
ぱ
り
料
理
や
酒
は
、
そ
れ
を
育

て
た
土
地
の
気
候
風
土
と
交
響
し
て
底

力
を
発
揮
す
る
。
そ
れ
は
味
覚
を
主
人

公
と
見
た
て
つ
つ
も
、
食
器
の
色
や

形
、
家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
、
ま
わ
り
の

風
景
、
空
気
の
温
度
や
質
度
や
匂
い
、

あ
た
り
に
流
れ
る
音
楽
や
話
し
言
葉
な

ど
を
、
同
時
に
楽
し
む
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
な
の
だ
。
こ
れ
ら
は
、
そ
こ
に
旅
す

る
以
外
、
手
に
入
れ
よ
う
が
あ
る
ま
い
。

旅
の
酒
は
人
を
二
重
に

「
自
分
以
外
の
存
在
」
に
誘
う

　

さ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
旅
先
で

も
、
酒
は
人
間
を
酩
酊
に
誘
う
。
し
か

し
旅
人
が
、
と
き
に
「
酒
で
醒
め
る
」

こ
と
も
あ
る
。
モ
ロ
ッ
コ
の
古
都
フ
ェ

ズ
で
の
こ
と
だ
。
砂
漠
の
炎
天
下
、
な

だ
ら
か
な
丘
に
純
白
の
石
造
り
の
家

が
、
ま
る
で
ハ
チ
の
巣
の
よ
う
に
稠
密

に
並
ん
で
い
て
、
そ
の
間
を
細
い
迷
路

が
ア
リ
の
巣
の
よ
う
に
縫
っ
て
い
る
。

　

と
て
も
自
動
車
な
ど
入
れ
な
い
、
そ

の
細
く
入
り
組
ん
だ
路
上
を
、
羊
の
皮

を
背
負
い
、
買
い
物
篭
を
ぶ
ら
さ
げ
、

馬
や
ロ
バ
を
連
れ
て
夥
し
い
数
の
人
が

行
き
交
う
。
そ
ん
な
細
い
路
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
た
夥
し
い
数
の
小
店
が
商

売
を
し
て
い
る
。
皮
を
剥
い
だ
ば
か
り

の
羊
の
腿
肉
、
新
鮮
な
野
菜
、
干
し
た

ナ
ツ
メ
や
バ
ナ
ナ
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
な

ど
の
香
辛
料
、
銀
や
真
鍮
の
細
工
物
、

靴
や
衣
料
、
各
種
の
飾
り
物
、
羊
肉
の

串
焼
き
や
モ
ロ
ッ
コ
風
ド
ー
ナ
ツ
な
ど

だ
。

　

そ
ん
な
迷
路
を
私
自
身
、
動
く
も
の

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
歩
い
て
い
た
。
そ

の
う
ち
、
人
や
物
の
熱
気
と
乾
燥
し
た
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暑
熱
に
、
意
識
が
軽
い
ト
ラ
ン
ス
に
た

ゆ
た
い
は
じ
め
る
。
そ
ん
な
と
き
、
狭

い
通
路
の
角
か
ら
、
黒
い
ベ
ー
ル
を
か

ぶ
っ
た
女
の
澄
ん
だ
美
し
い
目
だ
け
が

微
笑
み
か
け
た
。
と
、
一
瞬
の
の
ち
、

姿
は
迷
路
の
彼
方
に
消
え
て
い
る
。
そ

れ
は
夢
だ
っ
た
の
か
、
う
つ
つ
だ
っ
た

の
か
。

　

喉
が
渇
い
て
い
た
。
空
腹
感
も
あ
っ

た
。
暗
い
通
路
の
は
て
の
店
か
ら
、
羊

の
串
焼
き
の
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
っ
て

く
る
。
で
、
店
に
入
る
こ
と
に
し
た
。

肉
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
よ
く
冷
え
た

ビ
ー
ル
を
胃
の
腑
に
流
し
こ
む
。
う
ま

い
。
す
ぐ
に
軽
い
酔
い
の
兆
候
が
心
身

に
広
が
っ
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

酔
い
は
、
ふ
だ
ん
と
は
逆
に
、
軽
い
ト

ラ
ン
ス
状
態
に
あ
っ
た
心
身
を
、
覚
醒

に
連
れ
戻
し
に
か
か
っ
て
い
る
。
砂
漠

の
都
市
と
人
と
物
と
街
に
酔
っ
た
私

は
、
そ
の
と
き
「
酒
で
醒
め
る
」
と
い

う
初
め
て
の
経
験
を
し
た
。

　

そ
う
い
え
ば
旅
先
で
「
し
こ
た
ま
に

酔
っ
た
」
と
い
う
記
憶
は
少
な
い
。
も

と
が
相
当
な
「
怖
が
り
」
ゆ
え
、
見
知

ら
ぬ
土
地
で
酔
っ
ぱ
ら
う
こ
と
を
警
戒

し
て
い
る
の
か
。

　

も
っ
と
も
、
酒
と
そ
の
酔
い
が
矛
盾

に
満
ち
て
い
る
よ
う
に
、
酒
飲
み
の
話

に
は
矛
盾
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。
グ

レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
島
の
南
部
へ
、
廃
墟

と
な
っ
た
工
場
を
は
じ
め
、
近
代
遺
跡

の
観
光
開
発
の
実
態
を
調
査
に
行
っ
た

と
き
は
、
し
た
た
か
に
酔
っ
た
。

　

無
理
も
な
い
。
と
て
も
名
前
が
覚
え

ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
多
種
類
の
モ
ル
ト
ウ

イ
ス
キ
ー
を
集
め
て
い
る
パ
ブ
が
あ
る

か
ら
だ
。
そ
れ
ら
を
試
し
始
め
る
と
、

も
う
い
け
な
い
。
焚
き
火
の
煙
の
匂

い
、
腐
葉
土
の
趣
き
、
消
毒
臭
を
思
い

出
さ
せ
る
も
の
な
ど
を
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

ず
つ
、
氷
は
入
れ
ず
に
水
で
薄
め
て
順

に
飲
ん
で
い
く
。

　

支
払
い
は
現
金
払
い
。
勘
定
は
き
わ

め
て
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
グ
ラ
ス
を
重
ね

る
ほ
か
、
あ
り
え
な
い
。
当
然
、
酔
い

が
ま
わ
っ
て
く
る
。
気
が
大
き
く
な

り
、
下
手
な
英
語
で
も
平
気
で
し
ゃ
べ

れ
る
。
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
や
隣
り
に
座
っ

て
い
る
オ
ヤ
ジ
さ
ん
相
手
に
、
結
構
な

講
釈
を
打
っ
て
き
た
よ
う
な
記
憶
が
あ

る
。
そ
ん
な
と
き
、
私
は
酔
っ
て
「
ぼ

く
以
外
の
も
の
」
に
な
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
冷
た
い
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
宿
に
帰
る
道
す
が
ら
、
な
ぜ
か

開
高
健
の
エ
ッ
セ
ー
の
一
節
を
思
い

だ
し
て
い
た
。

　
「
自
分
以
外
の
も
の
に
な
り
た
い
」

――

コ
レ
で
す
。
男
が
お
酒
を
飲
み
た

が
る
の
も
。
お
酒
は
手
軽
に
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
男
を
い
ま
の
自
分
以
外
の
も

の
に
な
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。
堅
造
は
軟

作
に
な
り
、
石
部
氏
は
餅
田
さ
ん
に
な

り
、
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
に
お
と
な
し
い
の

が
ト
ラ
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
、
あ
べ

フェズ旧市街
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こ
べ
に
ガ
ミ
ガ
ミ
屋
が
イ
ッ
パ
イ
飲
む

と
妙
に
く
だ
け
て
や
さ
し
く
な
っ
た

り
、
イ
ヤ
も
う
、
そ
の
変
貌
ぶ
り
は
め

ま
ぐ
る
し
い
ば
か
り
で
す
。

　

そ
う
か
。
人
は
「
自
分
以
外
の
も
の

に
な
り
た
い
」
か
ら
酒
を
飲
む
の
か
。

だ
と
す
れ
ば
、
ふ
だ
ん
出
会
え
ぬ
風
景

や
自
然
、
人
々
や
生
活
や
文
化
、
珍
し

い
料
理
や
酒
が
体
験
し
た
く
て
出
か
け

る
旅
も
、
ど
こ
か
に
「
自
分
以
外
の
も

の
に
な
り
た
い
」
と
い
う
動
機
を
潜
め

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ら
ば
「
旅

で
飲
む
酒
」
は
二
重
の
意
味
で
人
を

「
自
分
以
外
の
も
の
」
へ
と
誘
う
こ
と

に
な
る
の
だ
が
…
…
と
考
え
て
、
あ
る

酔
っ
ぱ
ら
い
の
友
人
の
行
状
を
思
い
だ

し
た
。

　

そ
の
人
物
は
、
飲
み
だ
す
と
止
ま
ら

な
い
。
し
か
し
、
泥
酔
の
果
て
に
は
気

弱
に
な
り
、
千
鳥
足
で
タ
ク
シ
ー
を
つ

か
ま
え
る
や
、

「
枚
方
へ
や
っ
て
。
は
よ
う
行
っ
て
」

　

大
阪
郊
外
、
奥
さ
ん
の
待
つ
自
宅
へ

と
急
ぐ
の
だ
。

　

そ
の
男
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
し
た
た

か
に
酔
っ
た
。
そ
の
と
き
も
ま
た
、
ふ

ら
ふ
ら
し
な
が
ら
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
を

つ
か
ま
え
る
や
大
声
で
、

「
枚
方
へ
や
っ
て
。
は
よ
う
行
っ
て
」

　

ど
う
や
ら
彼
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
場

所
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
旅
先
で
、
旅
と

酒
の
せ
い
で
「
二
重
に
自
分
以
外
の
も

の
」
に
な
る
と
い
う
妄
想
に
導
か
れ

て
、
ふ
だ
ん
の
生
活
場
所
に
「
み
ず

か
ら
連
れ
戻
さ
れ
る
」
と
い
う
離
れ

技
を
や
っ
て
の
け
よ
う
と
試
み
た
の

で
あ
っ
た
。
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 画：吉田初三郎 日本鳥瞰九州大圖繪  国際日本文化研究センター所蔵
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Association for the Study and Practice of Narrative Tourism

ものがたり観光行動学会

第3号2013年10月16日発行 ものがたり観光行動学会誌

表紙について

鳥瞰絵師、吉田初三郎の描いた九州全域図、その一部分である。当時の新聞社、その元旦号の
付録……「大正16年 1月1日」という日付が興味深い。九州全域はおろか、遠く沖縄や中国大陸、
朝鮮半島まで描く一方で、九州各地の鉄路が詳細に示されている。その遠近感のバランスと描き
きる力に、舌を巻くばかりだ。

“INLAND SEA OF JAPAN（SETONAIKAI）” 国際日本文化研究センター所蔵
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ものがたり観光行動学会
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第2号2012年10月1日発行 ものがたり観光行動学会誌

表紙について

鳥瞰絵師，吉田初三郎の瀬戸内海パノラマ地図である。第１号では九州・大分を発し，
竹原～今治を結ぶ瀬戸内にかけてのパノラマを表紙とした。第２号では，ひきつづき
大阪湾に至る図絵を使用した。初三郎の鳥瞰図絵については，学会誌第１号，白幡洋三郎の
「遠い観光，近い観光」に詳しい。

 画：吉田初三郎 洛西交通名所圖繪
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Association for the Study and Practice of Narrative Tourism

ものがたり観光行動学会

第4号2014年10月12日発行 ものがたり観光行動学会誌

表紙について

鳥瞰絵師、吉田初三郎の描いた今回の年次大会開催地、その付近が遠近感のバランスたのしく描かれている。
舌を巻くばかりだ。東映京都撮影所はどこか？　探してみるのも一興である。
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古賀市の廃線跡地利用について／武田亜由美
有人離島における観光について̶ゼロからイチへ̶／内田　康貴
■研究発表ノート
博物館観光の現状と課題̶歴史系博物館を中心にして̶／山中　鹿次
■研究論文
「ふるさと納税」政策によるものがたり観光促進／奥野圭太朗
■エッセイ
青山和夫（2012）『マヤ文明̶密林に栄えた石器文化̶』岩波新書を読む／古畑　正富

2015 年 10月1日（毎年 1回 10月発行）第 5号　発行人／白幡洋三郎　編集人／加藤晃規
学会拠点事務所　〒541‒0048　大阪市中央区瓦町1‒2‒10　☎06‒6232‒1613　ものがたり観光行動学会
学会事務局　〒879‒6911　大分県豊後大野市清川町宇田枝158　☎0974‒35‒3601
定価1,000円

ものがたり観光行動学会誌

Association for the Study and Practice of Narrative Tourism

ものがたり観光行動学会

光観 誌会学動行
第5号りりたたががののももNarra

tive Tourism

ものがたり観光行動学会誌は、毎年７月末に原稿を締め切り、10 月に１巻１号を発
行する。本誌に論文等を掲載できる者は、編集委員会が特に依頼する場合を除き、
共同執筆の場合を含め個人会員名で発表する者に限る。その主な内容を以下に示す。

１．大会関係論文（依頼）
２．研究論文（投稿）
３．研究ノート（投稿）
４．エッセー（投稿）
５．文献・図書（投稿）

本学会編集委員会が別途定めた査読要領に基づき、掲載の可否を審査する。こ
れらの詳細は、本学会ホームページ http://narrative-tourism.org/ で公開する。
なお、規程・要領は学会誌の改善目的のために軽微な修正が加えられる場合が
ある。この場合、毎年 11 月末迄に上記のホームページ上に修正箇所を明記し
て公開する。

編集規程および執筆要領について　概要

掲載する内容 査読の有無等

求めています

今号より紙面を
リニューアルしました !

原稿受付は
毎年7/1～ 7/31、
データ入稿に限る
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“INLAND SEA OF JAPAN（SETONAIKAI）” 国際日本文化研究センター所蔵
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も
の
が
た
り
観
光

　第
２
号

Association for the Study and Practice of Narrative Tourism

ものがたり観光行動学会

の
第2号2012年10月1日発行 ものがたり観光行動学会誌

表紙について

鳥瞰絵師，吉田初三郎の瀬戸内海パノラマ地図である。第１号では九州・大分を発し，
竹原～今治を結ぶ瀬戸内にかけてのパノラマを表紙とした。第２号では，ひきつづき
大阪湾に至る図絵を使用した。初三郎の鳥瞰図絵については，学会誌第１号，白幡洋三郎の
「遠い観光，近い観光」に詳しい。

・投稿は「学会員であること」のみが条件

・毎年７月末締め切り／投稿への詳細は本学会ホームページ参照

・�ただし !!  編集委員会によって「掲載可否」を決定 !! 

　……すなわち少なからずハードルが存在する

・このハードルを越えるのも旅の楽しみ

求めています
の を原稿

ものがたり観光
行動学会誌

年1回発刊

旅か観光か？
……旅行を楽しんだあとは、旅先で得た出会いや発見、

異文化体験・歴史体験、ほのかな恋心、ハプニングなど

「ものがたり」を文章に起こし、その行動を一冊の中、記憶に留め置きたい……

ものがたり観光行動学会誌は、研究論文・研究ノートの他、

「旅の記憶」をエッセイにしたため、社会に向けメッセージしたい。

そう考え、旅の原稿を求めています。
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